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ヘッドフォンで演奏が楽しめる
軽音楽部にマッチしたギター
ヘッドフォンで演奏が楽しめる
軽音楽部にマッチしたギター

Revolution to the Future

� � � � � � � � � � � �

アンプへの接続はもちろん、ヘッドフォン端子やスピーカーを内蔵。軽くて丈
夫なカーボンファイバーを本体に採用し、多彩な音作りを実現するエフェクター
やチューナー、メトロノーム、ルーパーを搭載。いつでもどこでも「弾きたい！」
と思った瞬間に演奏できる、軽音楽部にマッチしたSMARTなギターです。

スピーカー搭載で、面倒な準備をスキップ

ヘッドフォンをつなげば、夜間の演奏も◎

豊富なエフェクト群を自由にカスタマイズ

演奏をサポートしてくれる様々な便利機能

USB Type-C 対応でギターの録音が身近に

高温多湿に強く、軽量なカーボン材を使用

丈夫で使いやすい高機能なギグバッグ付属

nebulaguitar.jp

定価：77,000 円（税込）
 高機能ギグバッグ付属 

軽音楽部マガジン

軽音楽コンテストの評価方法を考える
学校部活動の機能と指導の在り方
部活動で学んだことが社会で活きる軽音楽部
モニター環境の充実に予算を注ぐべき理由
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第6回 高等学校軽音楽コンテスト関東大会より

軽音楽部マガジン
バックナンバー



特別賛助会員の皆様（敬称略／順不同）

株式会社ミュージックネットワーク
公益財団法人かけはし芸術文化振興財団
一般社団法人サトヤマカイギ
名古屋芸術大学
宝塚大学
日本工学院専門学校／日本工学院八王子専門学校
専門学校東京ビジュアルアーツ・アカデミー
専門学校名古屋ビジュアルアーツ・アカデミー
専門学校大阪ビジュアルアーツ・アカデミー
名古屋スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

ギブソン・ブランズ・ジャパン株式会社
フェンダーミュージック株式会社
有限会社エムエージー
株式会社トップトラベルサービス
株式会社福々家（モアリゾート、ホテル寺尾温泉）
有限会社ユイネ（音楽ロッヂ ゆうげん荘）
株式会社オーティーズ
株式会社サウンドハウス
株式会社池部楽器店

全国学校軽音楽部協会

軽音楽部の諸活動を通して若者の成長を応援しています

軽音楽部の正しい理解を

軽音楽部の全国普及に向けて

新しい活動の提案と支援

軽音楽部は部活動としての歴史が浅く、ポピュラーミュージックやバンドへの偏見も一

部に残っており、正しく理解されていないのが実状です。STEAM 教育の一端として、

軽音楽を通した部活動の有意義さや得られるものなどを学校内外へ広めていきます。

学校教育の一環である部活動のひとつとして、軽音楽部が全国の学校に設立されること

を目指し、日々の練習や演奏会のサポート、楽器や機材の相談、各種クリニックや大会

の開催など、諸活動をバックアップしていきます。

デジタル化、IoT 化による現代的な楽器や機材、DTM の普及による新しい軽音楽のス

タイルなど、今と未来に見合った活動を各業界とのパイプ役として軽音楽部に提案、支

援しつつ、軽音楽のポップカルチャーとしての発展を目指します。

1

2

3

特定非営利活動法人
全国学校軽音楽部協会

keionkyo.org

全国約4,800校の
高校に軽音楽部を  
※現在、軽音楽部があるのは2,042校です（令和7年4月1日当協会調べ）

！

当協会の理念や活動内容にご賛同いただける方々のご寄付をお待ちしております
詳しくはこちらまで…
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軽音楽部マガジン　

From Chief-In-Editor

令和 7 年 5 月号 VOL.85

　押し寄せるデジタルの波は私たちの音楽の風景を一変させま

した。瞬時に情報が交錯し、創造のツールは手のひらに集約さ

れる。軽音楽の世界もまた、この変革の潮流を乗りこなし、新

たな音の地平を切り拓く好機を迎えています。DAW（デジタル・

オーディオ・ワークステーション）は特別なものではなく、指

先で無限の音色を操り、頭の中の旋律を鮮やかに描き出す強力

なツールです。タブレットは楽譜に代わり、瞬時の情報共有と

遠隔セッションを可能にします。ステージの演出さえ、デジタ

ル技術によって想像を超える表現力を獲得する時代。私たちは、

この変革を傍観するのではなく、創造性を増幅させるエンジン

として、積極的に活用すべきです。

　この夏も、関東、中部、関西で軽音楽コンテストを開催します。

若き才能たちが集い、情熱を音で交わす祭典です。単なる優劣

を決める場ではなく、日々の練習の成果を舞台で披露し、お互

いの音楽に触発される交流の場。目標に向かい、困難を乗り越

える中で磨かれる演奏技術はもちろん、共に音楽を創り上げる

仲間との固い絆は、これからの人生において、かけがえのない

財産となるでしょう。そして、何よりも大切にしたいのは楽器

を奏でる際の鼓動や仲間と音を重ねる共鳴、聴衆の前で演奏す

る際の感動という、音楽そのものが持つ根源的な力です。デジ

タル技術は表現の可能性を広げる素晴らしい手段ですが、同時

に集団で創造的な活動を行う中で育まれるコミュニケーション

やチームワークこそ、バンド活動の真髄だと考えます。アナロ

グの温もりとデジタルの革新性。この 2 つが融合することで、

軽音楽部の活動は生徒たちの創造性を刺激し、コミュニケー

ション能力とチームワークを磨き、社会で活躍するための実践

的な学びの場へと進化するはずです。

　この夏のコンテストが参加するすべての若者にとって、勝ち

負けだけではない、挑戦することへの価値を感じる機会となる

ことを願っています。自信がない、まだ弱いと感じている人も、

臆することなく一歩を踏み出して欲しい。音楽を仲間と分かち

合う中で殻を破り、新たな自分と出会う。そんな経験をこのス

テージで掴んで欲しいと願っています。

特定非営利活動法人全国学校軽音楽部協会 理事長 三谷佳之

■軽音楽部マガジン VOL.85　■創刊：平成 25 年 12 月 18 日（水）■第 14 巻 5 号通巻 85 号
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　　　　　　　〒 224-0003  横浜市都筑区中川中央 1-37-6-405　TEL：045-913-0901　FAX：045-913-1900　E-Mail：info@keionkyo.org
■企画・編集／株式会社ミュージックネットワーク

次代はデジタル、そして、共創の音楽へ

軽音楽コンテストの評価方法を考える ..........................4

学校部活動の機能と指導の在り方 ......................................6

部活動で学んだことが社会で活きる軽音楽部 ....8

モニター環境の充実に予算を注ぐべき理由 ...................................10

ヘッドフォンで演奏が楽しめる軽音楽部にマッチしたギター【前編】 .....14

軽音協ニュース .......................................................................................18

サウンドクリエイター

日本工学院専門学校／日本工学院八王子専門学校 ..................... 20

芸能マネージャー

専門学校大阪ビジュアルアーツ・アカデミー .............................. 22

日本部活動学会 理事／中京大学ほか 非常勤講師　　玉木博章

音楽／エンタメ業界の仕事 2025

特定非営利活動法人全国学校軽音楽部協会 副理事長　　辻　伸介

特定非営利活動法人全国学校軽音楽部協会 副理事長　　辻　伸介
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軽音楽部の可能性
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軽
音
楽
コ
ン
テ
ス
ト
の

評
価
方
法
を
考
え
る

運
動
部
で
さ
え
、
そ
の
大
会
至
上
主
義
、
勝
利

至
上
主
義
が
一
部
間
違
っ
た
方
向
へ
と
進
ん
で
い

る
と
の
指
摘
が
あ
る
中
で
、
文
化
・
芸
術
に
お

い
て
過
剰
に
そ
ち
ら
へ
傾
く
よ
う
に
な
れ
ば
、
勝

敗
に
ス
ポ
ー
ツ
の
よ
う
な
明
確
な
ジ
ャ
ッ
ジ
が
な

令
和
７
年
３
月
、
恒
例
と
な
っ
て
い
る
当
協
会

主
催
の
高
等
学
校
軽
音
楽
コ
ン
テ
ス
ト
３
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
エ
ン
ト
リ
ー
い
た
だ
い

た
学
校
、
バ
ン
ド
の
皆
さ
ん
に
あ
ら
た
め
て
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ど
の
大
会
も
回
を
追
う
ご

と
に
レ
ベ
ル
が
上
が
り
、
軽
音
楽
部
全
体
の
成

長
と
発
展
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
そ
う
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
大
会
時
の
審
査

方
式
や
順
位
付
け
に
疑
問
符
が
つ
い
て
き
ま
す
。

部
活
動
で
あ
る
軽
音
楽
部
の
大
会
に
最
も
有
効

有
益
な
評
価
方
法
と
は
ど
ん
な
も
の
な
の
か
。

千
思
万
考
の
思
い
を
綴
り
ま
す
。

春
の
３
大
会
が
無
事
に
開
催

　

３
月
25
日
に
国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
青
少

年
総
合
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
「
第

６
回 

高
等
学
校
軽
音
楽
コ
ン
テ
ス
ト
関
東
大

会
」、
３
月
29
日
に
宇
治
市
文
化
セ
ン
タ
ー
大

ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
「
第
９
回 

高
等
学
校
軽
音

楽
コ
ン
テ
ス
ト
近
畿
北
陸
大
会
」、
そ
し
て
３
月

30
日
に
名
古
屋
文
理
大
学
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
中

ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
「
第
11
回 

高
等
学
校
軽
音

部活動を考える

　
順
位
付
け
、
点
数
化
…
。
今
後
の
部
活
動
と
し
て
の
軽
音
楽
コ
ン
テ
ス
ト
の
行
方
を
探
る

楽
コ
ン
テ
ス
ト
中
部
大
会
」
の
春
の
３
大
会
で

は
、
寒
の
戻
り
も
な
ん
の
そ
の
、
熱
い
演
奏
が

会
場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

　

今
回
の
３
大
会
で
最
も
強
く
感
じ
た
の
は
、

や
は
り
全
体
的
に
レ
ベ
ル
が
高
か
っ
た
こ
と
で

す
。
そ
れ
も
、
単
に
歌
や
楽
器
演
奏
の
技
術
が

高
か
っ
た
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
当
協
会
主

催
大
会
の
大
き
な
審
査
ポ
イ
ン
ト
で
も
あ
る「
合

奏
力
」
の
高
い
バ
ン
ド
が
多
か
っ
た
、
と
い
う

の
が
素
直
な
感
想
で
す
。
合
奏
力
と
は
、
音
楽

的
な
部
分
の
総
合
力
で
も
あ
り
ま
す
が
、
何
よ

り
も
「
全
員
で
音
楽
を
奏
る
」
気
持
ち
が
必
要

で
す
。
そ
れ
は
、
音
楽
を
演
奏
す
る
上
で
大
切

な
こ
と
で
あ
り
、
部
活
動
か
ら
学
ん
で
欲
し
い

こ
と
の
１
つ
で
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
大
会
で
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
の
ク
オ

リ
テ
ィ
の
向
上
も
感
じ
ま
し
た
。
楽
曲
制
作
に

関
し
て
は
地
域
に
よ
っ
て
温
度
差
が
あ
り
ま
す

が
、
創
作
活
動
を
す
る
こ
と
は
文
化
部
の
特
徴

で
あ
り
、
複
数
人
の
チ
ー
ム
で
ゼ
ロ
か
ら
完
成

ま
で
仕
上
げ
て
い
く
作
業
は
、
軽
音
楽
部
の
大

き
な
特
色
で
す
。
大
会
が
完
成
を
目
指
す
良
い

目
標
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
部
活
動
活

性
化
に
と
っ
て
意
味
も
あ
り
ま
す
。

大
会
は
他
者
評
価
で
相
対
評
価

　

当
協
会
の
理
事
長
で
あ
る
三
谷
佳
之
は
、
す

べ
て
の
大
会
で
開
会
に
あ
た
り
「
コ
ン
テ
ス
ト

な
の
で
演
奏
後
に
は
順
位
が
つ
き
ま
す
が
、
本

当
の
勝
負
は
自
分
た
ち
の
や
り
た
か
っ
た
こ
と

が
発
揮
で
き
た
か
ど
う
か
で
す
。
自
己
採
点
、

自
己
評
価
を
し
ま
し
ょ
う
」
と
、
趣
旨
を
伝
え

ま
し
た
。
評
価
の
種
類
に
は「
自
己
評
価
」と「
他

者
評
価
」
が
あ
り
、
成
長
に
は
ど
ち
ら
も
大
切

な
要
素
で
す
。
大
会
の
審
査
は
他
者
評
価
で
あ

り
、
順
位
が
つ
く
の
で
「
相
対
評
価
」
に
な
り

ま
す
。
音
楽
に
点
数
や
順
位
を
つ
け
る
の
は
難

し
い
こ
と
で
す
が
、
部
活
動
の
大
会
で
あ
る
こ

と
に
、
さ
ら
な
る
難
し
さ
が
生
ま
れ
て
き
ま
す
。

　

文
化
・
芸
術
の
部
活
動
に
他
者
評
価
や
相
対

評
価
は
必
要
か
、
と
問
わ
れ
れ
ば
、
大
会
出
場

校
の
ほ
と
ん
ど
の
方
が
必
要
と
答
え
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
必
要
な
い
と
思
う
学
校
は

大
会
に
エ
ン
ト
リ
ー
し
な
い
で
し
ょ
う
。
社
会

は
常
に
他
者
評
価
で
す
。
努
力
や
個
性
も
相
対

評
価
で
ふ
る
い
に
か
け
ら
れ
ま
す
。
成
績
付
け

や
受
験
と
同
じ
で
す
。
大
会
が
社
会
経
験
の
一

環
な
の
で
あ
れ
ば
、
努
力
が
必
ず
し
も
報
わ
れ

る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
、
で
も
努
力
し
な
け
れ

ば
何
も
始
ま
ら
な
い
こ
と
、
失
意
や
悔
し
さ
を

味
わ
い
、
そ
れ
を
バ
ネ
に
強
く
な
る
こ
と
、
勝

者
に
惜
し
み
な
い
拍
手
を
送
れ
る
よ
う
な
人
間

に
な
る
こ
と
も
、
大
会
に
参
加
す
る
大
き
な
意

義
だ
と
思
い
ま
す
。

順
位
付
け
と
教
育
の
ジ
レ
ン
マ

　

目
標
に
向
か
っ
て
頑
張
る
こ
と
や
達
成
感
を

得
る
こ
と
は
、
教
育
上
と
て
も
大
切
な
こ
と
で

す
。
し
か
し
、
大
会
で
入
賞
し
な
か
っ
た
か
ら

と
い
っ
て
、
他
の
バ
ン
ド
に
比
べ
て
頑
張
っ
て

こ
な
か
っ
た
と
い
う
評
価
が
下
さ
れ
た
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
入
賞
し
な
け
れ
ば
頑
張
り
が

無
駄
に
な
る
わ
け
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
回
の
３
大
会
を
通
し
て
成
熟
し
て
き
た
軽

音
楽
部
を
鑑
み
て
も
、
や
は
り
音
楽
や
芸
術
な

ど
に
点
数
を
つ
け
る
ナ
ン
セ
ン
ス
さ
と
、
学
校
教

育
の
一
環
と
し
て
の
成
果
に
順
位
を
付
け
る
こ
と

の
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
段
階
に
来
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
感
じ
ま
す
。
今
後
、
さ
ら
に
全
体
の
レ
ベ

ル
が
上
が
り
、
大
会
で
の
審
査
結
果
が
重
要
視

さ
れ
て
い
く
よ
う
に
な
れ
ば
、「
勝
つ
」
こ
と
へ

の
執
着
は
ど
ん
ど
ん
高
ま
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。

辻 

　
伸
介

特
定
非
営
利
活
動
法
人
全
国
学
校
軽
音
楽
部
協
会

副
理
事
長

い
分
、
軽
音
楽
部
と
い
う
部
活
動
の
本
質
は
確

実
に
失
わ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

手
遅
れ
に
な
ら
な
い
う
ち
に
各
方
面
の
専
門

家
が
集
っ
て
、
最
善
策
を
考
え
て
い
く
べ
き
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
吹
奏
楽
部
や
合
唱
部
、
演

劇
部
、
囲
碁
将
棋
部
、
書
道
部
な
ど
、
長
く
大

会
を
開
催
し
て
き
た
文
化
部
を
参
考
に
す
る
の

も
良
い
と
思
い
ま
す
。
時
間
を
か
け
て
紆
余
曲
折

の
中
か
ら
現
在
の
方
式
を
導
き
出
し
て
き
た
先

輩
文
化
部
か
ら
も
活
路
は
見
出
せ
る
は
ず
で
す
。

す
ぐ
に
ベ
ス
ト
な
シ
ス
テ
ム
は
作
れ
な
い
と
思
い

ま
す
が
、
一
歩
一
歩
軽
音
楽
部
に
最
も
マ
ッ
チ
す

る
審
査
方
式
と
賞
の
あ
り
方
を
模
索
し
て
い
く

こ
と
が
、
正
し
い
未
来
へ
と
つ
な
が
り
ま
す
。

今
後
の
軽
音
楽
大
会
の
行
方

　

急
成
長
し
て
き
た
軽
音
楽
部
は
、
そ
の
ニ
ー

ズ
か
ら
大
会
も
急
成
長
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の

た
め
、
各
県
の
高
文
連
軽
音
楽
専
門
部
や
軽
音

楽
連
盟
主
催
の
大
会
か
ら
、
民
間
に
よ
る
様
々

な
大
会
に
い
た
る
ま
で
、
審
査
基
準
や
順
位
の

付
け
方
に
統
一
性
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

当
協
会
の
大
会
で
は
、
軽
音
楽
部
と
い
う
部

活
動
で
育
ん
で
欲
し
い
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
力
」「
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
」「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ビ

テ
ィ
」、
そ
し
て
「
表
現
力
」
を
土
台
に
審
査
基

準
を
作
り
、
実
行
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

そ
う
い
っ
た
部
分
以
外
に
軽
音
楽
部
の
存
在
意

義
が
あ
る
よ
う
に
語
ら
れ
る
こ
と
も
目
立
ち
始

め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
部
活
動
と
は
か
け
離
れ

た
視
点
で
評
価
・
審
査
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
る

大
会
や
イ
ベ
ン
ト
も
増
え
て
い
ま
す
。

　

審
査
の
土
台
と
す
べ
き
も
の
は
音
楽
性
な
の
か

教
育
の
視
点
な
の
か
、
順
位
付
け
は
本
当
に
教

育
的
な
の
か
、
本
来
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
で
あ

る
バ
ン
ド
演
奏
を
ど
う
や
っ
て
教
育
の
一
環
と
し

て
評
価
し
順
位
を
付
け
る
の
か
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
と

コ
ピ
ー
は
共
存
で
き
な
い
の
か
…
。
大
会
不
必

要
論
は
極
論
と
し
て
除
外
し
た
と
し
て
も
、
立

場
が
変
わ
れ
ば
意
見
も
変
わ
り
、
明
確
な
解
は

ま
だ
見
つ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
試
行
錯
誤
を
繰
り

返
し
て
い
く
し
か
方
法
は
な
い
で
し
ょ
う
。

　

そ
れ
は
、
さ
な
が
ら
生
徒
た
ち
が
自
分
た
ち

の
演
奏
を
ま
と
め
上
げ
て
い
く
バ
ン
ド
練
習
に

似
て
い
ま
す
。
１
つ
の
も
の
を
作
り
上
げ
る
た

め
に
よ
く
話
し
合
っ
て
意
見
を
交
換
し
合
い
、

よ
り
良
い
大
会
を
運
営
す
る
と
い
う
目
標
に
向

か
っ
て
努
力
し
て
い
く
だ
け
で
す
。

様
々
な
視
点
か
ら
理
想
形
を
模
索
す
る

　

当
協
会
は
、
軽
音
楽
部
の
発
展
と
生
徒
の
人

間
的
な
成
長
を
応
援
す
る
た
め
に
組
織
さ
れ
、

そ
の
主
旨
の
一
環
と
し
て
大
会
を
主
催
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
真
に
有
効
で
有
益
な
大
会
を

開
催
す
る
た
め
に
は
、
生
徒
た
ち
に
最
も
近
い

現
場
の
教
員
・
顧
問
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
イ

ン
サ
イ
ド
、
ア
ウ
ト
サ
イ
ド
を
問
わ
ず
、
よ
り

多
く
の
視
点
か
ら
の
意
見
が
必
要
で
す
。

　

今
後
は
、
日
本
部
活
動
学
会
の
よ
う
な
教
育

と
部
活
動
の
関
係
を
研
究
さ
れ
て
い
る
有
識
者

の
方
々
、
音
楽
大
学
や
専
門
学
校
な
ど
の
音
楽

指
導
者
の
方
々
、
そ
し
て
、
部
活
動
の
顧
問
と

し
て
高
校
生
の
指
導
に
あ
た
ら
れ
て
い
る
教
員

の
皆
さ
ん
の
声
を
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
て
、
よ
り
現

状
に
見
合
っ
た
ル
ー
ル
作
り
を
模
索
す
る
と
い

う
方
向
に
動
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
有
志

の
先
生
方
に
は
、
そ
の
節
は
何
と
ぞ
ご
協
力
の

ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 NPO法人全国学校軽音楽部協会副理事

長。ドラマー。アーティストのサポート、
ディレクター、インストラクターとしての
活動の他、元音楽専門学校主任講師及
び学科長を歴任。著書に「Drum Book」

「マンガでわかる ！ ロックな楽典」。

辻　伸介

第6回

関東大会
第11回

中部大会
第9回

近畿北陸大会
3.25 TUE

10:00-18:30

2025 3.30 SUN
13:00-18:30

20253.29 SAT
13:00-18:30

2025

高等学校軽音楽コンテスト
令和6年度

結果報告はこちら ３大会の出場バンドの演奏映像をYouTubeで公開中！
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自
己
満
足
す
る
場
所
で
も
な
い
。
そ
し
て
特
に

軽
音
楽
部
は
、
性
質
的
に
そ
う
で
は
な
い
側
面

が
強
く
出
る
べ
き
部
活
動
で
も
あ
る
。

　

例
え
ば
、
バ
ン
ド
は
方
向
性
の
違
い
で
解
散

す
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
は
他
の
活
動
と
比
較

し
た
場
合
に
は
か
な
り
稀
な
特
徴
で
あ
り
、
あ

る
意
味
で
軽
音
楽
部
の
教
育
的
強
み
で
あ
る
と

も
看
取
で
き
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
多
く
の
部
活
動

で
は
、
あ
く
ま
で
チ
ー
ム
や
部
活
動
の
全
体
的

な
意
向
に
合
わ
せ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
た
め
、

そ
こ
で
は
個
々
の
意
思
が
反
映
さ
れ
づ
ら
い
。

同
じ
音
楽
系
の
部
活
動
で
も
、
吹
奏
楽
部
は
そ

ち
ら
の
部
類
に
入
る
だ
ろ
う
。
ま
し
て
チ
ー
ム

や
部
が
方
向
性
の
違
い
で
解
散
す
る
こ
と
は
な

い
。
仮
に
、
そ
う
し
た
全
体
的
な
意
向
に
背
い

て
退
部
を
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
部
員
は
活
動

へ
の
参
加
権
を
剝
奪
さ
れ
る
。
し
か
し
、
軽
音

楽
部
に
は
多
く
の
バ
ン
ド
が
乱
立
し
、
部
員
そ

れ
ぞ
れ
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
活
動
が
で
き
る
。

そ
こ
で
は
、
仲
が
悪
い
け
れ
ど
音
楽
の
た
め
に

我
慢
し
て
続
け
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
し
、
思

い
き
っ
て
解
散
す
る
こ
と
も
良
い
。
そ
し
て
そ

の
後
も
、
部
の
一
定
の
ル
ー
ル
に
は
従
い
な
が

ら
も
自
身
の
ペ
ー
ス
に
合
わ
せ
た
活
動
が
可
能

で
あ
る
し
、
ペ
ー
ス
に
合
わ
せ
た
仲
間
と
新
た

に
バ
ン
ド
や
ユ
ニ
ッ
ト
を
自
由
に
組
む
こ
と
も

で
き
る
。
そ
し
て
Ｄ
Ｔ
Ｍ
を
駆
使
す
れ
ば
、
多

く
の
ス
ポ
ー
ツ
や
吹
奏
楽
の
よ
う
に
人
数
が
足

り
な
く
て
も
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
う
し
た
活
動
が
可
能
な
軽
音
楽
部
に
お
い

て
は
、
余
暇
性
や
福
祉
性
が
担
保
さ
れ
や
す
く
、

そ
こ
を
根
拠
地
と
し
て
教
育
性
を
享
受
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
自
ら
の
活
動
形
態
を
決
定
し
、

居
場
所
を
作
り
、
仲
間
を
集
め
、
そ
れ
を
実
現

す
る
こ
と
が
、
部
活
動
の
教
育
性
で
あ
る
と
言

え
よ
う
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
過
程
に
お
い
て
技
術

向
上
す
る
こ
と
も
教
育
性
に
含
ま
れ
る
も
の
の
、

こ
う
し
た
経
験
を
部
活
動
で
享
受
で
き
た
生
徒

は
、
そ
の
後
の
人
生
に
お
い
て
も
自
身
で
考
え
て

行
動
す
る
こ
と
が
望
め
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
は

教
師
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
指
導
で
あ
る
と
確
信

し
て
い
る
。
顧
問
が
心
が
け
る
べ
き
は
、
テ
ィ
ー

チ
ン
グ
と
コ
ー
チ
ン
グ
の
バ
ラ
ン
ス
な
の
だ
。
だ

が
残
念
な
が
ら
、
過
剰
な
練
習
や
コ
ン
ク
ー
ル
至

上
主
義
を
一
方
的
に
押
し
付
け
る
顧
問
の
下
で
は

こ
う
し
た
教
育
性
は
生
じ
づ
ら
い
。

　

も
ち
ろ
ん
現
在
の
部
活
動
の
地
域
移
行
は
公

立
中
学
校
を
中
心
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
高
校

に
活
動
の
本
拠
地
を
置
く
軽
音
楽
部
に
は
、
ま

だ
そ
れ
ほ
ど
関
係
が
無
い
状
況
と
の
見
方
も
で

き
る
。
だ
が
活
動
時
間
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
は
あ
く
ま
で
努
力
目
標
で
あ
り
、
法
的
拘
束

力
は
無
い
と
い
う
こ
と
は
事
実
で
は
あ
る
も
の

の
、
教
育
性
の
誤
認
が
表
面
化
す
れ
ば
、
軽
音

楽
の
未
来
も
危
う
い
。
し
た
が
っ
て
部
活
動
に

お
い
て
大
切
な
の
は
、
い
か
に
生
徒
の
意
思
や

学
び
を
喚
起
し
、
尊
重
す
る
か
だ
と
い
う
こ
と

を
強
調
し
た
い
。
そ
し
て
そ
れ
を
実
現
し
や
す

い
部
活
動
の
１
つ
が
軽
音
楽
部
な
の
だ
と
い
う

こ
と
を
、日
々
熱
心
に
指
導
に
当
た
っ
て
下
さ
っ

て
い
る
顧
問
の
方
々
、
そ
し
て
軽
音
楽
を
経
験

し
て
い
る
教
師
の
強
み
だ
と
誇
っ
て
い
た
だ
き

た
い
。
公
立
中
学
校
と
は
違
い
、
高
校
に
部
活

動
が
未
だ
留
め
置
か
れ
る
背
景
に
は
、
部
活
動

が
所
有
す
る
高
等
教
育
上
で
の
効
果
が
あ
る
。

そ
う
し
た
点
に
配
慮
す
れ
ば
、
盛
り
上
が
っ
て

い
る
高
校
で
の
軽
音
楽
が
今
後
維
持
さ
れ
る
た

め
に
も
、
今
こ
そ
顧
問
の
先
生
方
が
部
活
動
の

教
育
的
意
義
を
再
考
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
欠

か
せ
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

学
校
部
活
動
の
機
能
と

指
導
の
在
り
方

　
部
活
動
の
在
り
方
に
つ
い
て
歴
史
的
な
転
換
期
を
迎
え
て
い
る
今
、
軽
音
楽
部
を
多
角
的
な
視
点
か
ら
考
え
る

学校教育の視座

玉
木
博
章

２
０
２
２
年
12
月
に
ス
ポ
ー
ツ
庁
・
文
化
庁
か

ら
「
学
校
部
活
動
及
び
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
の
在

り
方
等
に
関
す
る
総
合
的
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
が

提
示
さ
れ
、
部
活
動
は
２
０
２
３
年
度
か
ら
段

階
的
に
地
域
へ
移
行
し
つ
つ
あ
る
。
そ
し
て
「
地

域
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
芸
術
創
造
と
部
活
動
改
革

に
関
す
る
実
行
会
議
」
中
間
と
り
ま
と
め
〈
案
〉

も
出
さ
れ
、
各
自
治
体
で
は
様
々
な
試
み
が
行

わ
れ
、
部
活
動
の
在
り
方
に
つ
い
て
歴
史
的
な
転

換
期
を
迎
え
て
い
る
。
た
だ
、
こ
う
し
た
日
本
全

体
の
変
わ
り
ゆ
く
部
活
動
の
様
相
を
踏
ま
え
た
時

に
、
こ
の
機
会
に
一
度
立
ち
止
ま
っ
て
軽
音
楽
部

の
在
り
方
や
指
導
に
つ
い
て
多
角
的
な
視
点
か
ら

考
え
て
み
る
こ
と
は
有
益
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

部
活
動
と
教
員
の
仕
事
と
の
共
通
点

　

実
は
、
部
活
動
に
関
す
る
こ
う
し
た
見
直
し

は
こ
れ
ま
で
も
度
々
起
こ
っ
て
い
る
。
そ
し
て

そ
の
原
因
と
し
て
教
員
の
多
忙
化
が
挙
げ
ら
れ

て
い
る
が
、
そ
れ
と
共
に
過
剰
な
練
習
量
や
顧

問
の
指
導
も
問
題
と
し
て
常
態
化
し
て
い
る
こ

と
に
も
着
目
し
た
い
。
も
ち
ろ
ん
こ
う
し
た
問

題
を
聞
く
と
運
動
部
を
想
起
し
が
ち
で
あ
る
が
、

軽
音
楽
部
も
他
人
事
で
は
な
い
。

　

例
え
ば
、
顧
問
の
中
に
は
経
験
者
も
い
れ
ば

非
経
験
者
も
い
る
。
一
般
的
に
経
験
者
で
あ
る
こ

と
は
部
活
動
の
指
導
上
メ
リ
ッ
ト
で
あ
り
、
非

経
験
者
で
あ
る
こ
と
が
デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
捉

え
ら
れ
や
す
い
が
、
部
活
動
本
来
の
学
校
教
育

的
な
意
義
に
鑑
み
た
場
合
、
確
実
に
そ
う
と
は

断
言
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
顧
問
は
非
経

験
者
で
あ
っ
て
も
、
多
く
は
学
級
経
営
や
生
徒

指
導
を
行
う
教
員
で
あ
る
か
ら
だ
。
ま
た
学
校

部
活
動
の
目
的
は
、
あ
く
ま
で
技
術
向
上
に
拘

泥
す
べ
き
で
は
な
い
か
ら
だ
。
教
育
課
程
内
に
お

い
て
部
活
動
と
類
似
す
る
活
動
と
し
て
挙
げ
ら

れ
る
特
別
活
動
で
は
、
社
会
参
画
、
人
間
関
係

形
成
、
自
己
実
現
と
い
う
３
つ
の
目
標
が
掲
げ

ら
れ
て
お
り
、
結
果
で
は
な
く
経
験
を
重
視
す

る
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
が
重
視
さ
れ
る
。
つ
ま
り

あ
る
活
動
に
対
し
て
「
で
き
た
」「
で
き
て
い
な

い
」
の
二
分
法
で
は
な
く
、
そ
の
経
験
を
す
る
こ

と
で
生
徒
が
ど
の
よ
う
に
成
長
で
き
た
か
、
ど
こ

か
変
わ
っ
た
面
が
あ
っ
た
か
を
実
感
す
る
こ
と
を

重
視
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
あ
く
ま
で
活
動

は
人
間
的
な
成
長
の
手
段
に
過
ぎ
ず
、
た
だ
上

手
く
な
る
だ
け
、
結
果
を
出
す
だ
け
で
は
教
育

的
な
活
動
と
は
形
容
で
き
な
い
。
付
言
す
れ
ば
、

失
敗
も
含
め
て
学
び
な
の
で
あ
り
、
そ
う
し
た

経
験
を
ど
う
人
格
形
成
に
役
立
て
る
か
が
顧
問

で
あ
る
教
師
の
手
腕
の
見
せ
所
と
な
る
。
実
際

に
、
歴
史
的
に
も
文
化
部
活
動
に
は
、
こ
の
よ

う
な
小
学
校
の
ク
ラ
ブ
活
動
の
よ
う
な
体
験
学

習
の
側
面
が
重
視
さ
れ
て
お
り
、
部
活
動
に
求

め
ら
れ
る
こ
と
は
単
な
る
技
術
の
伝
達
で
は
な

く
、
教
育
の
プ
ロ
で
あ
る
教
員
が
普
段
か
ら
行
っ

て
い
る
部
分
で
あ
る
と
明
示
で
き
る
。

　

こ
う
し
た
前
提
を
踏
ま
え
れ
ば
、
経
験
者
で

あ
る
こ
と
が
時
に
生
徒
に
と
っ
て
デ
メ
リ
ッ
ト

と
な
り
、
非
経
験
者
で
あ
る
こ
と
が
メ
リ
ッ
ト

に
も
な
り
得
る
こ
と
も
あ
ろ
う
。
批
判
を
恐
れ

ず
に
言
え
ば
「
生
徒
の
こ
と
を
思
っ
て
」
と
い

う
顧
問
の
意
向
が
、
悲
し
く
も
生
徒
の
自
主
性

や
、
有
意
義
な
悩
み
の
時
間
を
省
い
て
し
ま
う

こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。
返
っ
て
非
経
験
者
で

あ
る
方
が
、
生
徒
の
躓
き
や
迷
い
を
生
み
出
し
、

生
徒
が
自
ら
考
え
て
経
験
す
る
機
会
を
多
く
確

保
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
も
ち

ろ
ん
多
く
の
経
験
者
顧
問
は
、
教
員
で
あ
る
が

た
め
、
そ
の
教
師
と
し
て
の
特
性
を
活
か
し
、

後
者
の
よ
う
な
教
育
的
指
導
を
行
っ
て
い
る
こ

と
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
部
活
動
が
変
わ
り
ゆ
く

現
在
は
、
今
一
度
顧
問
の
役
割
に
つ
い
て
再
考

す
る
べ
き
時
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

部
活
動
の
機
能
と
軽
音
楽
部
の
強
み

　

そ
も
そ
も
部
活
動
に
は
競
技
性
と
い
う
機
能

が
あ
る
こ
と
は
事
実
で
は
あ
る
も
の
の
、
教
育

性
や
余
暇
性
そ
し
て
福
祉
性
と
い
う
機
能
も
存

在
し
て
い
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
単
に
技
術
を

向
上
す
る
こ
と
だ
け
が
目
的
で
は
な
く
、
参
加

す
る
中
で
の
人
間
関
係
形
成
や
学
び
、
そ
し
て

気
分
転
換
や
居
場
所
の
形
成
と
い
う
機
能
も
存

在
す
る
。
今
一
度
部
活
動
の
運
営
に
関
わ
る
人

間
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
機
能
を
十
分
に
満
た
せ

て
い
る
か
？
と
い
う
点
を
自
戒
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
わ
た
く
し
自
身
、
経
験
者
で
あ
る
か

ら
こ
そ
生
徒
の
意
思
を
見
失
っ
て
し
ま
い
か
け

た
こ
と
も
あ
っ
た
。
部
活
動
は
顧
問
の
意
思
を

反
映
す
る
場
所
で
も
な
い
し
、
ま
し
て
顧
問
が

愛知県内の中学校・高等学校での勤務を
経て、現在は中京大学ほか、県内4大学に
て非常勤講師を務める。自身の軽音楽経
験や教員経験を踏まえて、部活動研究で
は稀な文化部活動の主要論者として学会
理事を担っている。

玉木博章

日
本
部
活
動
学
会 

理
事

中
京
大
学
ほ
か 

非
常
勤
講
師
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部
活
動
で
学
ん
だ
こ
と
が

社
会
で
活
き
る
軽
音
楽
部

は
、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
力
を
育
み
な
が

ら
「
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
」
と
「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ビ

テ
ィ
」
の
両
方
を
学
べ
る
こ
と
で
す
。
運
動
部

に
は
、ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ビ
テ
ィ
と
い
う
キ
ー
ワ
ー

ド
は
基
本
的
に
あ
り
ま
せ
ん
。
文
化
部
で
は
、

チ
ー
ム
で
何
か
を
作
り
出
す
と
い
う
よ
り
、
個

人
で
の
創
作
活
動
が
メ
イ
ン
で
す
。
吹
奏
楽
部

や
合
唱
部
で
は
、
チ
ー
ム
と
し
て
の
連
帯
感
や

協
調
性
は
育
ま
れ
ま
す
が
、
創
作
性
に
関
し
て

は
決
し
て
高
い
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
バ
ン
ド
に

分
か
れ
て
活
動
す
る
軽
音
楽
部
で
は
、
バ
ン
ド

ご
と
に
監
督
や
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
が
い
る
わ
け
で

は
な
い
た
め
、
そ
こ
に
自
主
性
と
共
同
作
業
を

伴
う
創
作
性
が
生
ま
れ
ま
す
。

軽
音
楽
部
は
、
現
在
全
国
で
入
部
者
が
増
え
て
い

る
注
目
度
の
高
い
部
活
動
で
す
。
活
動
内
容
は
学

校
に
よ
っ
て
様
々
で
す
が
、
そ
の
人
気
は
単
に
近

年
の
流
行
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
部
活
動
と
し

て
有
意
義
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
理
解
が
広
ま
っ

て
い
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
未
だ
に
ス

テ
レ
オ
タ
イ
プ
な
イ
メ
ー
ジ
か
ら
の
誤
解
も
多
く
、

そ
の
効
力
が
十
分
に
活
か
さ
れ
な
く
な
っ
て
し
ま

う
危
う
さ
も
あ
り
ま
す
。
軽
音
楽
部
の
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
を
最
大
限
に
発
揮
さ
せ
る
た
め
に
は
、
ま
ず
既

存
の
音
楽
部
と
の
違
い
と
、
部
活
動
と
し
て
の
メ

リ
ッ
ト
を
理
解
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

「
軽
音
楽
」「
軽
音
楽
部
」
と
は

　

軽
音
楽
と
は
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
に
対
し
て
つ

け
ら
れ
た
呼
称
で
す
。「
軽
」
の
字
は
、
気
軽
に

親
し
め
る
と
い
う
意
味
も
含
ま
れ
、
20
世
紀
に

ア
メ
リ
カ
の
ブ
ル
ー
ス
と
い
う
音
楽
か
ら
派
生
し

た
大
衆
音
楽
で
あ
る
ジ
ャ
ズ
、
ロ
ッ
ク
全
般
を
指

し
ま
す
。
中
で
も
、
ロ
ッ
ク
は
現
代
の
流
行
音

楽
と
い
う
意
味
で
「
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

（
ポ
ッ
プ
ス
）」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

軽音楽部の可能性

　「
軽
音
楽
」
と
「
軽
音
楽
部
」
の
違
い
の
理
解
か
ら
始
ま
る
「
軽
音
楽
部
の
有
意
義
な
活
動
」
と
は
…

す
な
わ
ち
、
洋
楽
も
邦
楽
も
、
ヘ
ヴ
ィ
メ
タ
ル
も

ア
イ
ド
ル
曲
も
テ
ク
ノ
も
パ
ン
ク
も
、
現
在
世
の

中
に
溢
れ
て
い
る
ク
ラ
シ
ッ
ク
と
各
国
の
民
族
音

楽
以
外
は
、
ほ
ぼ
軽
音
楽
と
い
え
る
わ
け
で
す
。

　

お
気
づ
き
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、吹
奏
楽
部
は「
ス
ウ
ィ
ン
グ
ジ
ャ
ズ
」

を
土
台
と
し
た
部
活
動
な
の
で
、
実
は
軽
音
楽

部
な
の
で
す
。
そ
の
証
拠
に
ポ
ッ
プ
ス
も
多
く

演
奏
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、吹
奏
楽
は
ク
ラ
シ
ッ

ク
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
ス
タ
イ
ル
で
編
成
さ
れ
て

い
る
た
め
、
い
わ
ゆ
る
軽
音
楽
部
と
は
決
定
的

に
違
い
ま
す
。
そ
の
違
い
は
重
要
な
ポ
イ
ン
ト

で
も
あ
り
ま
す
。

　

ち
な
み
に
、
合
唱
部
も
同
様
で
す
。
大
人
数

の
編
成
ス
タ
イ
ル
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
的
で
す
が
、

レ
パ
ー
ト
リ
ー
は
ほ
ぼ
ポ
ッ
プ
ス
な
の
で
、
音

楽
の
く
く
り
で
い
え
ば
合
唱
部
も
軽
音
楽
部
と

言
え
ま
す
。
一
般
的
に
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
を

部
活
動
と
し
て
行
な
っ
て
い
る
の
は
「
管
弦
楽

部
」
で
す
。
管
弦
楽
部
が
あ
る
学
校
は
全
体
の

わ
ず
か
数
パ
ー
セ
ン
ト
で
す
。

　

で
は
、
吹
奏
楽
部
や
合
唱
部
と
、
軽
音
楽
部

の
違
い
と
は
ど
こ
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
チ
ー

ム
編
成
で
す
。
軽
音
楽
部
は
「
バ
ン
ド
」
と
い

う
少
人
数
編
成
の
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
活
動
し

ま
す
。
つ
ま
り
、
部
全
体
で
１
チ
ー
ム
と
い
う

こ
と
で
も
な
け
れ
ば
、
レ
ギ
ュ
ラ
ー
や
補
欠
も

あ
り
ま
せ
ん
。
バ
ン
ド
の
組
み
方
は
学
校
ご
と

に
違
い
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
「
バ
ン
ド
ご
と

に
活
動
す
る
」
と
い
う
ス
タ
イ
ル
が
、
軽
音
楽

部
の
大
き
な
特
色
で
す
。

社
会
人
に
求
め
ら
れ
る
ス
キ
ル
を
育
む

　

し
か
し
、
軽
音
楽
部
は
バ
ン
ド
が
集
ま
っ
て

で
き
て
い
る
の
で
は
な
く
、
部
活
動
の
中
で
バ

ン
ド
に
分
か
れ
て
活
動
し
て
い
く
も
の
で
す
。

よ
く
誤
解
さ
れ
る
の
で
す
が
、
軽
音
楽
部
と
部

外
の
、
い
わ
ゆ
る
「
高
校
生
バ
ン
ド
」
と
は
似

て
非
な
る
も
の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
高
校
生
が

バ
ン
ド
単
位
で
活
動
す
る
わ
け
な
の
で
「
高
校

生
バ
ン
ド
」
に
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
が
、
軽
音

楽
部
は
部
活
動
な
の
で
、
教
育
の
一
環
と
し
て

存
在
し
、
部
活
動
と
い
う
枠
の
中
で
音
楽
を
通

し
て
成
長
す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。
部
外
で
活

動
し
て
い
る
高
校
生
バ
ン
ド
と
は
、
そ
も
そ
も

目
指
す
も
の
や
活
動
の
目
的
が
違
い
ま
す
。

　

軽
音
楽
を
通
し
た
成
長
と
は
「
自
分
た
ち
で

何
か
を
作
り
上
げ
る
こ
と
」
で
す
。
組
織
の
中

で
小
人
数
の
チ
ー
ム
に
分
か
れ
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
試
行
錯
誤
を
繰
り
返

す
。
メ
ン
バ
ー
は
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
と
ス
キ
ル

を
活
か
し
な
が
ら
、
一
致
団
結
し
て
良
い
結
果

へ
と
進
ん
で
い
く
…
。
こ
れ
は
、
企
業
で
働
く

場
合
で
も
、
ち
ょ
っ
と
し
た
共
同
作
業
を
す
る

場
合
で
も
同
様
の
、
社
会
の
一
員
と
し
て
身
に

つ
け
る
べ
き
ス
キ
ル
で
す
。

　

そ
し
て
そ
れ
は
、
メ
ン
バ
ー
同
士
助
け
合
い

な
が
ら
自
分
た
ち
で
様
々
に
問
題
を
解
決
し
て

演
奏
を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
て
い
く
こ
と
、

そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
活
か
し
つ
つ
、
全
体
を
考

え
て
責
任
あ
る
行
動
を
す
る
…
と
い
っ
た
、
ま

さ
に
バ
ン
ド
活
動
で
行
う
こ
と
と
同
じ
で
す
。

軽
音
楽
、
バ
ン
ド
は
、
社
会
人
と
し
て
求
め
ら

れ
る
ス
キ
ル
を
育
ん
で
い
け
る
も
の
な
の
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
は
部
外
の
高
校
生
バ
ン
ド
に

も
い
え
る
こ
と
で
す
が
、
バ
ン
ド
活
動
を
教
育

や
人
間
形
成
に
活
用
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
の

が
軽
音
楽
部
と
い
う
部
活
動
で
す
。

　

中
で
も
、「
自
分
た
ち
で
」
と
い
う
部
分
が
ポ

イ
ン
ト
で
、
現
代
は
昭
和
時
代
の
上
位
下
達
な

社
会
で
は
な
く
、
個
性
と
自
主
性
が
重
要
視
さ

れ
る
時
代
で
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
な
社
会
で
活
躍

す
る
人
間
と
は
、
自
分
の
意
見
が
言
え
て
、
ア

イ
デ
ア
を
持
ち
、
他
者
と
協
調
し
な
が
ら
主
張

と
受
諾
が
で
き
、
新
し
い
も
の
を
創
造
し
て
い

く
力
を
持
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
そ
れ
は
、
軽

音
楽
部
の
中
で
生
徒
た
ち
が
日
々
行
な
っ
て
い

る
こ
と
そ
の
も
の
で
す
。

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
で
新
し
い
部
活
動

　

軽
音
楽
部
が
他
の
部
活
動
と
大
き
く
違
う
点

辻 

　
伸
介

特
定
非
営
利
活
動
法
人
全
国
学
校
軽
音
楽
部
協
会

副
理
事
長

　

技
術
や
知
識
な
ど
、
個
人
ス
キ
ル
の
上
達
は

自
分
で
頑
張
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
は

ど
の
部
活
動
で
も
同
じ
で
す
。
軽
音
楽
部
で
は

さ
ら
に
、
部
員
同
士
で
バ
ン
ド
を
組
み
、
自
ら

の
演
奏
を
仕
上
げ
て
い
き
ま
す
。
良
い
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
に
し
て
い
く
た
め
に
は
、
メ
ン
バ
ー
間

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
方
向
性
を
共
有
し

た
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
必
要
で
す
。
部
活
動
の
中

で
、
生
徒
た
ち
は
多
様
な
考
え
が
あ
る
こ
と
や
、

意
見
や
ア
イ
デ
ア
を
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
難

し
さ
、
他
者
の
主
張
に
耳
を
貸
す
傾
聴
の
心
な

ど
を
学
ん
で
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
す
べ
て
の
学
校
で
行
な
わ
れ
て
い
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
楽
曲

を
創
作
し
て
い
る
バ
ン
ド
が
多
い
こ
と
も
、
他

の
音
楽
系
部
活
動
に
は
見
ら
れ
な
い
特
徴
で
す
。

複
数
人
で
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
な
が
ら
無
か

ら
有
を
生
む
行
為
は
、
創
作
性
を
育
む
貴
重
な

体
験
と
な
る
だ
け
で
は
な
く
、
今
ま
で
の
部
活

動
に
は
な
か
っ
た
新
た
な
「
自
己
表
現
」
の
場

と
し
て
機
能
し
ま
す
。
そ
し
て
、
演
奏
会
や
大

会
と
い
っ
た
ラ
イ
ブ
が
活
動
や
学
び
の
節
目
と

な
り
、
自
己
評
価
と
他
者
評
価
に
よ
っ
て
次
の

ス
テ
ッ
プ
へ
と
導
き
ま
す
。

　

軽
音
楽
部
は
、
運
動
部
と
文
化
部
双
方
の
特

徴
を
持
つ
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
な
部
活
動
で
、
現
代

的
で
今
ま
で
に
な
か
っ
た
新
し
い
要
素
と
可
能

性
を
秘
め
て
い
る
の
で
す
。

部
活
動
で
あ
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト

　

基
礎
的
な
楽
器
演
奏
を
マ
ス
タ
ー
し
、
機
材

の
使
い
方
を
把
握
す
る
ま
で
に
は
時
間
が
か
か

り
ま
す
。
部
活
動
で
軽
音
楽
を
行
う
最
大
の
メ

リ
ッ
ト
は
、
様
々
な
指
導
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
先

輩
た
ち
か
ら
受
け
ら
れ
る
こ
と
で
す
。
他
力
本

願
で
は
い
け
ま
せ
ん
が
、
練
習
方
法
か
ら
ト
ラ

ブ
ル
対
処
の
ア
ド
バ
イ
ス
ま
で
、
悩
み
ご
と
が

で
き
て
も
周
り
に
頼
れ
る
人
が
い
る
こ
と
は
部

活
動
で
あ
る
こ
と
の
強
み
で
す
。

　

ま
た
、
軽
音
楽
部
で
は
文
化
祭
、
新
歓
＆
卒

業
ラ
イ
ブ
、
校
内
イ
ベ
ン
ト
、
他
校
と
の
合
同

演
奏
会
、
各
コ
ン
テ
ス
ト
や
大
会
、
地
域
の
お

祭
り
な
ど
、
様
々
な
ラ
イ
ブ
の
機
会
が
あ
り
ま

す
。
近
年
は
、
各
県
の
高
文
連
軽
音
楽
専
門
部

や
軽
音
楽
連
盟
主
催
の
も
の
か
ら
、
当
協
会
の

よ
う
な
民
間
が
主
催
す
る
も
の
ま
で
、
様
々
な

大
会
や
コ
ン
テ
ス
ト
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

演
奏
を
発
表
す
る
機
会
が
多
い
こ
と
も
部
活
動

の
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
で
す
。

　

自
校
で
合
同
演
奏
会
を
主
催
す
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
バ
ン
ド
活
動
以
上
の
大
き
な
社
会
勉

強
に
な
り
ま
す
。
音
響
、
照
明
、
ア
テ
ン
ド
、

舞
台
設
営
、広
報
、ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
…
な
ど
、

部
員
そ
れ
ぞ
れ
が
役
割
を
担
っ
て
１
つ
の
イ
ベ
ン

ト
を
制
作
す
る
こ
と
は
、
共
同
作
業
の
楽
し
さ

と
困
難
さ
、
ゲ
ス
ト
に
対
す
る
心
配
り
な
ど
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ど
れ
も
、
や
は
り
社

会
人
と
し
て
大
切
な
ス
キ
ル
で
す
。

　

他
に
も
、
音
楽
学
校
な
ど
か
ら
講
師
を
招
い

て
各
種
講
習
会
や
バ
ン
ド
ク
リ
ニ
ッ
ク
な
ど
を

行
な
っ
た
り
、
部
と
し
て
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
を

行
な
っ
た
り
、
長
期
休
暇
に
は
合
宿
を
行
な
っ

た
り
…
と
、
個
人
や
部
外
の
高
校
生
バ
ン
ド
で

は
開
催
が
難
し
い
こ
と
も
部
活
動
で
は
可
能
で

す
。
確
か
に
、
部
活
動
と
な
れ
ば
窮
屈
に
感
じ

る
こ
と
も
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
部
活
動

だ
か
ら
こ
そ
、
安
全
に
音
楽
活
動
が
で
き
、
そ

こ
か
ら
様
々
な
こ
と
を
学
ん
で
い
く
こ
と
が
で

き
る
の
だ
と
も
い
え
ま
す
。

コミュニケーション
バンドはメンバー同士で様々なこ
とを相談して活動していきます。
自分の意見を伝える力、相手の意
見を聞く力が育ちます

軽音楽部ではオリジナル楽曲を創
作したり、既存曲を自分たちなり
の演奏にするため、自ら創り出す
力が育まれます

クリエイティビティ

チームワーク
バンドは共同作業です。少人数で
やり遂げる連帯感やチームの一員
としての責任感が身につき、達成
感による成長があります

創意工夫／創造力

連帯意識／協働

意思伝達
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ン
メ
モ
リ
ー
」機
能
が
あ
る
こ
と
で
す
。
リ
ハ
ー

サ
ル
（
サ
ウ
ン
ド
チ
ェ
ッ
ク
）
で
調
整
し
た
ミ

キ
サ
ー
の
設
定
を
一
瞬
で
再
現
（
リ
コ
ー
ル
機

能
）
で
き
る
の
で
、
バ
ン
ド
転
換
の
設
定
変
更

が
ス
ム
ー
ズ
行
え
ま
す
。
部
員
や
バ
ン
ド
数
が

増
え
て
く
る
と
大
い
に
助
か
る
実
用
的
な
機
能

で
し
ょ
う
。
さ
ら
に
、
ス
テ
ー
ジ
ボ
ッ
ク
ス
を

使
用
す
れ
ば
、ス
テ
ー
ジ
上
の
音
声
を
ミ
キ
サ
ー

に
効
率
的
に
送
り
、
ケ
ー
ブ
ル
の
取
り
回
し
を

簡
略
化
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
ミ

キ
サ
ー
と
の
連
携
に
よ
っ
て
、
よ
り
効
率
的
な

音
響
シ
ス
テ
ム
構
築
が
可
能
で
す
。

　

ま
た
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
な
ど
の
外
部
機
器
と
接
続
す
れ
ば
、

客
席
や
ス
テ
ー
ジ
上
か
ら
で
も
音
量
や
音
色
の

調
整
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
う
い
っ

た
部
分
は
ま
さ
に
デ
ジ
タ
ル
だ
か
ら
こ
そ
の
恩

恵
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
ア
ナ
ロ
グ
ミ
キ
サ
ー

の
直
感
的
な
操
作
か
ら
す
る
と
少
し
複
雑
に
思

え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
ら
の
機
能
を

駆
使
す
る
た
め
に
電
気
系
統
（
電
気
方
面
）
の

知
識
を
得
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

　

ミ
キ
サ
ー
で
整
え
た
音
を
出
力
す
る
た
め
の

「
ス
ピ
ー
カ
ー
」
に
は
、
客
席
に
向
け
て
音
を
出

す
メ
イ
ン
の
「
Ｐ
Ａ
ス
ピ
ー
カ
ー
」
と
、
演
者

の
足
元
に
置
く
「
モ
ニ
タ
ー
ス
ピ
ー
カ
ー
」
が

あ
り
ま
す
。
モ
ニ
タ
ー
ス
ピ
ー
カ
ー
は
、
普
段

の
練
習
で
は
主
に
ボ
ー
カ
リ
ス
ト
が
自
分
の
声

を
聴
く
た
め
に
使
い
ま
す
が
、
ラ
イ
ブ
や
大
会

な
ど
の
広
い
ス
テ
ー
ジ
で
は
ボ
ー
カ
ル
以
外
の

パ
ー
ト
も
使
用
し
ま
す
。

高
価
と
も
い
え
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

中
で
も
最
も
便
利
な
点
は
、
バ
ン
ド
ご
と
、

メ
ン
バ
ー
ご
と
に
フ
ェ
ー
ダ
ー
の
位
置
、
イ
コ

ラ
イ
ザ
ー
、
エ
フ
ェ
ク
ト
、
モ
ニ
タ
ー
環
境
な

ど
を
デ
ー
タ
と
し
て
保
存
し
て
お
け
る
「
シ
ー

モ
ニ
タ
ー
環
境
の
充
実
に

予
算
を
注
ぐ
べ
き
理
由

十
年
ひ
と
昔
…
。
特
に
、
電
気
・
電
子
機
材
で

あ
る
音
楽
関
係
の
楽
器
や
備
品
は
、
日
進
月
歩

で
進
化
し
て
い
ま
す
。
近
年
、
文
部
科
学
省
も

STEA
M

教
育
を
推
進
す
る
中
で
、
今
後
学
校

の
設
備
も
進
化
し
て
い
く
で
し
ょ
う
。
ポ
ピ
ュ

ラ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
を
土
台
と
し
た
部
活
動
で

あ
る
軽
音
楽
部
だ
か
ら
こ
そ
、
時
代
に
先
駆
け

た
活
動
が
望
ま
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
軽
音
楽

部
で
は
、
個
人
技
術
の
向
上
、
バ
ン
ド
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
の
向
上
、
ラ
イ
ブ
で
の
よ
り
良
い
プ
レ

イ
の
た
め
に
、「
モ
ニ
タ
ー
環
境
」
の
充
実
に
予

算
を
注
ぐ
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。

モ
ニ
タ
ー
が
活
動
の
手
助
け
に

　

軽
音
楽
部
は
部
活
動
で
す
。
そ
れ
は
、
取
り

組
み
方
だ
け
で
は
な
く
、
楽
器
や
機
材
と
い
っ

た
物
理
的
な
「
道
具
」
に
関
し
て
も
い
え
る
こ

と
で
す
。
部
活
動
と
し
て
最
適
な
楽
器
や
機
材

を
整
え
る
こ
と
で
、
部
員
の
闊
達
な
活
動
の
手

助
け
と
な
り
ま
す
。

　

モ
ニ
タ
ー
環
境
の
充
実
と
は
、
合
奏
時
の
自

分
や
他
パ
ー
ト
の
音
を
よ
く
聴
こ
え
る
よ
う
に

明日の軽音楽部へ提言

　
こ
れ
か
ら
の
軽
音
楽
部
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
デ
ジ
タ
ル
化
」
と
「
モ
ニ
タ
ー
環
境
の
改
善
」
に
あ
る

す
る
こ
と
、
そ
し
て
、
ヘ
ッ
ド
フ
ォ
ン
に
よ
る

音
の
「
モ
ニ
タ
ー
」
を
も
っ
と
重
視
す
る
こ
と

を
指
し
ま
す
。
バ
ン
ド
練
習
時
に
は
、
自
分
の

音
や
他
パ
ー
ト
の
音
が
聴
こ
え
に
く
い
こ
と
か

ら
音
量
が
上
が
り
、
結
果
的
に
ど
ん
ど
ん
音
が

埋
も
れ
て
い
く
…
と
い
う
現
象
が
起
こ
り
が
ち

で
す
。
各
々
の
音
が
よ
く
聴
こ
え
る
よ
う
に
な

る
と
、
騒
音
問
題
の
減
少
だ
け
で
は
な
く
、
修

正
点
に
気
づ
き
や
す
く
な
っ
て
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

が
向
上
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
ラ
イ
ブ
時
に
は
素

早
く
演
奏
し
や
す
い
モ
ニ
タ
ー
調
整
を
作
れ
る

こ
と
が
良
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
土
台
と
な
り

ま
す
。
普
段
の
練
習
時
か
ら
意
識
し
て
い
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

　

ま
た
、
部
活
動
中
の
個
人
練
習
も
、
他
の
人

の
音
が
妨
げ
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ヘ
ッ

ド
フ
ォ
ン
で
の
個
人
練
習
を
推
奨
し
て
い
く
こ

と
で
、
お
互
い
の
干
渉
を
回
避
で
き
、
練
習
場

所
の
確
保
も
ク
リ
ア
さ
れ
ま
す
。

機
材
選
び
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
デ
ジ
タ
ル

　

モ
ニ
タ
ー
環
境
を
充
実
さ
せ
る
た
め
の
キ
ー

ワ
ー
ド
は
「
デ
ジ
タ
ル
」
で
す
。
こ
こ
数
十
年

で
世
の
中
が
デ
ジ
タ
ル
化
、
Ｉ
Ｔ
化
、
Ｉ
ｏ
Ｔ

化
し
て
い
く
こ
と
に
合
わ
せ
て
楽
器
や
機
材
も

進
化
し
て
い
ま
す
。
ア
ナ
ロ
グ
の
良
さ
を
否
定

す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
後
の
軽
音

楽
部
に
有
効
な
…
と
考
え
た
時
に
は
、
ト
ー
タ

ル
的
な
コ
ス
ト
面
、
大
き
さ
、
多
機
能
性
、
拡

張
性
な
ど
か
ら
、
デ
ジ
タ
ル
と
い
う
キ
ー
ワ
ー

ド
を
念
頭
に
置
い
た
機
材
導
入
が
有
効
で
す
。

　

音
楽
経
験
者
や
世
代
間
に
ギ
ャ
ッ
プ
も
あ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
現
代
の
デ
ジ
タ
ル
加
工

さ
れ
た
音
楽
や
、
デ
ジ
タ
ル
機
器
の
扱
い
に
慣

れ
親
し
ん
で
い
る
高
校
生
た
ち
に
と
っ
て
は
、

よ
り
身
近
で
あ
る
と
も
い
え
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル

化
に
よ
っ
て
モ
ニ
タ
ー
環
境
を
向
上
さ
せ
る
こ

と
で
、
個
人
練
習
や
バ
ン
ド
練
習
な
ど
活
動
は

ガ
ラ
リ
と
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
恩
恵
は
そ
れ
だ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。か
つ
て
は
高
価
な
機
材
が
整
っ

た
専
門
家
で
な
け
れ
ば
行
え
な
か
っ
た
Ｄ
Ｔ
Ｍ

も
近
年
手
軽
に
行
え
る
よ
う
に
な
り
、
今
で
は

す
っ
か
り
若
者
た
ち
の
中
に
浸
透
し
て
い
ま
す
。

数
年
前
か
ら
、
米
津
玄
師
、Ado
、YOASO

BI

と
い
っ
た
ネ
ッ
ト
出
身
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち

に
憧
れ
る
高
校
生
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
デ
ー
タ
の

保
存
、
機
器
の
縮
小
と
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
の
簡
素

化
は
、
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
や
配
信
な
ど
へ
の
挑

戦
、
Ｉ
Ｔ
機
器
の
有
効
利
用
な
ど
を
推
進
さ
せ

る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
軽
音
楽
部
と
し
て
の

活
動
に
新
た
な
展
開
を
望
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

明
日
の
軽
音
楽
部
を
設
計
す
る

　

部
の
機
材
は
、
未
来
に
わ
た
っ
て
使
用
さ
れ

て
い
き
ま
す
。
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
化
し
て
し
ま
っ
た

機
材
で
は
生
徒
の
期
待
に
応
え
る
こ
と
も
難
し

く
な
っ
て
い
き
ま
す
。
引
き
継
が
れ
て
ゆ
く
機

材
へ
の
投
資
と
い
う
考
え
方
に
基
づ
く
部
費
の

辻 

　
伸
介

特
定
非
営
利
活
動
法
人
全
国
学
校
軽
音
楽
部
協
会

副
理
事
長

デ
ジ
タ
ル
ミ
キ
サ
ー

モ
ニ
タ
ー
ス
ピ
ー
カ
ー

▲ボカロ P である syudou 作詞作
曲、Ado 歌唱「うっせぇわ」

▲音楽ユニット YOASOBI の世界
的大ヒット「アイドル」

あ
り
方
を
検
討
す
る
こ
と
も
、
部
活
動
の
活
性

化
に
大
き
く
関
わ
っ
て
い
き
ま
す
。

　

進
化
し
て
ゆ
く
軽
音
楽
や
軽
音
楽
部
と
い
う

部
活
動
へ
の
対
応
は
、
明
日
の
軽
音
楽
部
を
設

計
す
る
上
で
、
今
後
の
早
急
な
課
題
と
な
っ
て

い
く
で
し
ょ
う
。
ご
質
問
、
ご
相
談
な
ど
が
あ

れ
ば
、
お
気
軽
に
当
協
会
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

マ
イ
ク
や
楽
器
か
ら
出
力
さ
れ
た
音
を
集
め

て
ま
と
め
る
機
材
が
「
ミ
キ
サ
ー
」
で
す
。
入

力
で
き
る
数
や
音
色
を
調
整
す
る
装
置
の
多
さ

な
ど
に
よ
っ
て
大
き
さ
や
値
段
も
ま
ち
ま
ち
で

す
が
、
軽
音
楽
部
に
は
普
段
の
練
習
場
だ
け
で

は
な
く
演
奏
会
会
場
で
も
必
須
な
機
材
で
す
。

練
習
時
に
は
ミ
キ
サ
ー
に
ボ
ー
カ
ル
マ
イ
ク
、

キ
ー
ボ
ー
ド
、
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
ギ
タ
ー
な

ど
を
つ
な
ぎ
ま
す
が
、
ラ
イ
ブ
会
場
で
は
ド
ラ

ム
や
ギ
タ
ー
ア
ン
プ
な
ど
も
集
音
し
ま
す
。

　

ミ
キ
サ
ー
に
は
、
音
声
信
号
処
理
の
違
い
に

よ
っ
て
「
ア
ナ
ロ
グ
ミ
キ
サ
ー
」
と
「
デ
ジ
タ

ル
ミ
キ
サ
ー
」
が
あ
り
ま
す
。
近
年
急
速
に
浸

透
し
て
い
る
デ
ジ
タ
ル
ミ
キ
サ
ー
は
、
ア
ナ
ロ

グ
ミ
キ
サ
ー
と
比
べ
る
と
コ
ス
ト
高
で
重
量
が

重
い
と
い
う
点
も
あ
り
ま
す
が
、
利
便
性
、
拡

張
性
、
ノ
イ
ズ
の
少
な
さ
、
多
機
能
な
の
に
小

型
…
と
い
っ
た
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
本
来

は
別
で
購
入
し
て
接
続
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
や
イ
コ
ラ
イ
ザ
ー
、
エ
フ
ェ

ク
タ
ー
と
い
っ
た
複
数
の
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
が
内

蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
一
概
に

ZOOM LIVETRAK L-8 Live Mixer/Recorder
市場価格：¥50,800（税込）

　

モ
ニ
タ
ー
ス
ピ
ー
カ
ー
を
上
手
に
活
用
す
る

に
は
慣
れ
が
必
要
で
す
。
い
ざ
本
番
で
ベ
ス
ト

な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
す
る
た
め
に
も
、
普
段

か
ら
す
べ
て
の
パ
ー
ト
に
モ
ニ
タ
ー
ス
ピ
ー

カ
ー
を
用
意
す
る
こ
と
が
理
想
で
す
。
バ
ン
ド

練
習
時
に
モ
ニ
タ
ー
の
調
整
も
「
練
習
」
し
て

お
く
と
、
本
番
前
の
サ
ウ
ン
ド
チ
ェ
ッ
ク
で
良

い
環
境
が
素
早
く
自
分
で
作
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
特
に
ボ
ー
カ
リ
ス
ト
に
は
必
須
で
す
。BEHRINGER B108D EUROLIVE　市場価格：¥29,800（税込）
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ど
が
搭
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
個
人
練
習
や
サ

ウ
ン
ド
メ
イ
ク
、
パ
ソ
コ
ン
と
の
同
期
な
ど
、

多
岐
に
わ
た
っ
て
活
躍
し
ま
す
。

　

ま
た
、
作
っ
た
サ
ウ
ン
ド
を
デ
ー
タ
と
し
て

保
存
し
て
お
け
ば
、
楽
曲
ご
と
、
セ
ク
シ
ョ
ン

ご
と
に
素
早
く
呼
び
出
し
＆
切
り
替
え
が
で
き

る
こ
と
も
メ
リ
ッ
ト
で
す
。
ヘ
ッ
ド
フ
ォ
ン
で

聴
い
て
い
る
サ
ウ
ン
ド
が
そ
の
ま
ま
Ｐ
Ａ
ミ
キ

サ
ー
に
入
る
た
め
、
練
習
場
所
や
演
奏
会
場
に

よ
っ
て
変
わ
る
ア
ン
プ
や
マ
イ
ク
の
特
性
に
影

響
さ
れ
ず
に
、
い
つ
も
の
サ
ウ
ン
ド
が
出
せ
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

で
き
る
こ
と
が
多
す
ぎ
て
慣
れ
る
ま
で
が
大

変
…
と
い
う
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
コ
ス
ト

面
や
拡
張
性
、
活
動
の
ス
ム
ー
ズ
さ
か
ら
見
て

も
お
勧
め
で
す
。
個
々
で
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
に
自

分
の
設
定
を
保
存
で
き
る
た
め
、
部
と
し
て
１

～
２
台
の
マ
ル
チ
エ
フ
ェ
ク
タ
ー
を
備
品
と
し

て
所
有
し
て
お
い
て
も
良
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

部
の
備
品
を
一
気
に
オ
ー
ル
デ
ジ
タ
ル
化
す

る
こ
と
は
、
予
算
的
に
も
難
し
い
と
思
い
ま
す
。

買
い
替
え
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
徐
々
に
…
を
お
勧

め
し
ま
す
が
、
ま
ず
、
ギ
タ
ー
ア
ン
プ
、
ベ
ー

ス
ア
ン
プ
の
差
し
替
え
は
最
重
要
の
検
討
事
案

で
す
。

　

ア
ン
プ
は
、
い
く
つ
か
の
系
統
で
タ
イ
プ
を

分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
真
空
管
を
使
っ

た
「
チ
ュ
ー
ブ
ア
ン
プ
」
や
、
ア
ン
プ
部
と
ス

ピ
ー
カ
ー
部
が
分
か
れ
て
い
る
「
ス
タ
ッ
ク
タ

イ
プ
」
な
ど
、
ス
ピ
ー
カ
ー
が
何
発
も
搭
載
さ

れ
て
い
る
大
型
の
機
種
は
、
あ
ま
り
現
代
の
軽

音
楽
部
に
相
応
し
い
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
マ
ル

チ
エ
フ
ェ
ク
タ
ー
や
ス
マ
ー
ト
ギ
タ
ー
を
使
用

す
る
の
で
あ
れ
ば
、
ア
ナ
ロ
グ
で
す
が
「
コ
ン

ボ
タ
イ
プ
」
の
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
を
使
っ
た
「
ソ

リ
ッ
ド
ス
テ
ー
ト
ア
ン
プ
」
で
十
分
で
す
。

　

マ
ル
チ
エ
フ
ェ
ク
タ
ー

な
ど
が
な
い
場
合
は
、
楽

器
か
ら
入
力
さ
れ
た
信
号

を
デ
ジ
タ
ル
化
し
て
増
幅

す
る
「
デ
ジ
タ
ル
ア
ン

プ
」
が
お
勧
め
で
す
。
コ

ン
パ
ク
ト
で
丈
夫
、
比
較

的
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
、
消
費

電
力
が
少
な
い
な
ど
の
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
ア

ン
プ
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
や

エ
フ
ェ
ク
タ
ー
の
内
蔵
、

ヘ
ッ
ド
フ
ォ
ン
端
子
や
Ｕ

Ｓ
Ｂ
端
子
の
搭
載
に
よ
っ

て
、
同
じ
効
果
が
期
待
で

能
で
、
練
習
場
所
や
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
の
大
変
さ

か
ら
解
放
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
専
用
ア
プ
リ
と

の
連
携
で
各
種
エ
フ
ェ
ク
タ
ー
、
チ
ュ
ー
ナ
ー
、

メ
ト
ロ
ノ
ー
ム
、
リ
ズ
ム
マ
シ
ン
が
本
体
だ
け

で
再
生
可
能
で
、
Ｕ
Ｓ
Ｂ
端
子
に
よ
り
パ
ソ
コ

ン
と
の
同
期
も
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
ま
す
。
ま
さ

に
、
時
代
の
最
先
端
を
い
く
「
今
」
の
ギ
タ
ー

と
い
え
ま
す
。従
来
の
エ
レ
キ
ギ
タ
ー
の
イ
メ
ー

ジ
が
強
い
と
な
か
な
か
受
け
入
れ
に
く
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
エ
レ
キ
ギ
タ
ー
自
体
が
登
場
し

た
時
も
一
部
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
を
除
い
て
印

象
は
あ
ま
り
良
く
な
か
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
軽
音
楽
部
と
い
う
部
活
動
の
中
で

は
、
ス
キ
マ
時
間
の
個
人
練
習
、
本
体
だ
け
で

の
音
作
り
、
Ｄ
Ｔ
Ｍ
に
と
様
々
に
活
躍
し
て
く

れ
ま
す
。
吹
奏
楽
部
の
よ
う
に
、
新
入
生
用
、

個
人
練
習
用
の
た
め
の
部
の
備
品
と
し
て
数
台

揃
え
て
お
く
と
い
う
ス
タ
イ
ル
も
、
今
後
一
般

化
し
て
い
く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

近
年
で
は
、
ギ
タ
ー
や
ベ
ー
ス
の
音
色
は
本

体
と
ア
ン
プ
で
作
り
、
そ
の
音
を
さ
ら
に
「
コ

ン
パ
ク
ト
エ
フ
ェ
ク
タ
ー
」
な
ど
で
加
工
す
る

よ
り
も
、「
マ
ル
チ
エ
フ
ェ
ク
タ
ー
」
で
基
本
の

音
作
り
を
行
う
こ
と
が
主
流
に
な
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。

　

マ
ル
チ
エ
フ
ェ
ク
タ
ー
に
は
、
デ
ジ
タ
ル
化

さ
れ
た
数
十
か
ら
数
百
の
エ
フ
ェ
ク
ト
サ
ウ
ン

ド
が
１
台
に
搭
載
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、

ア
ン
プ
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
、
メ
ト
ロ
ノ
ー
ム
、

ド
ラ
ム
マ
シ
ン
、
Ｕ
Ｓ
Ｂ
端
子
、
オ
ー
デ
ィ
オ
・

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
、
ヘ
ッ
ド
フ
ォ
ン
端
子
な

　

ジ
ャ
ズ
や
ロ
ッ
ク
と
い
っ
た
軽
音
楽
の
隆
盛

を
後
押
し
し
、
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
を

世
界
の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
へ
と
押
し
上
げ

た
要
因
の
１
つ
に
、
ギ
タ
ー
と
い
う
楽
器
の
エ

レ
ク
ト
リ
ッ
ク
化
が
あ
り
ま
す
。

　

ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
ギ
タ
ー
に
ピ
ッ
ク
ア
ッ

プ
マ
イ
ク
を
搭
載
し
て
、
弦
の
振
動
を
電
気
化

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
音
を
増
幅
、
調
整
し
て
出

力
す
る
エ
レ
キ
ギ
タ
ー
や
エ
レ
キ
ベ
ー
ス
は
、

１
９
７
０
年
代
以
降
の
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
ベ
ー
ス
」

や
、
１
９
９
０
年
代
に
人
気
を
博
し
た
「
ア
ク

テ
ィ
ブ
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
」
搭
載
の
ギ
タ
ー
の
登

場
な
ど
、
時
代
と
と
も
に
進
化
を
続
け
て
い
ま

す
。
近
年
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
制
御
の
ア
ク
テ
ィ

ブ
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
搭
載
さ
れ
た
ギ
タ
ー
も
注

目
さ
れ
る
な
ど
、
サ
ウ
ン
ド
メ
イ
ク
に
関
し
て

は
積
極
的
（
ア
ク
テ
ィ
ブ
）
に
Ｉ
Ｔ
化
、
デ
ジ

タ
ル
化
が
進
ん
で
し
ま
す
。

　

本
体
に
ヘ
ッ
ド
フ
ォ
ン
端
子
が
付
い
て
い
た

り
、ス
ピ
ー
カ
ー
が
内
蔵
さ
れ
て
い
る
「
ス
マ
ー

ト
ギ
タ
ー
」
は
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
演
奏
可

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
数
十
種
類
の
中
か
ら
選
ん

で
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
し
た
サ
ウ
ン
ド
を
Ｕ

Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
に
保
存
で
き
る
の
で
、
楽

曲
ご
と
に
サ
ウ
ン
ド
を
変
化
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
パ
ソ
コ
ン
と

同
期
さ
せ
て
Ｄ
Ｔ
Ｍ
の
レ
コ
ー
デ
ィ
ン

グ
を
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
ア
コ
ー

ス
テ
ィ
ッ
ク
ド
ラ
ム
に
は
な
か
っ
た
ド

ラ
マ
ー
の
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
一
面
を

広
げ
て
い
き
ま
す
。

　

配
線
を
含
め
、
最
初
の
組
み
立
て
に

は
少
々
時
間
が
か
か
り
ま
す
が
、
持
ち

運
び
し
や
す
い
の
で
組
み
立
て
た
ま
ま

移
動
も
で
き
ま
す
。
標
準
的
な
機
種
で

比
べ
れ
ば
、
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
ド
ラ

ム
よ
り
価
格
的
に
も
部
活
動
に
ピ
ッ
タ

リ
な
機
材
で
す
。

マ
ル
チ
エ
フ
ェ
ク
タ
ー

Roland JC-120 　市場価格 ¥135,800（税込）
FENDER RUMBLE STUDIO 40
市場価格 ¥47,190（税込）

BOSS GT-1 Guitar Effects Processor
市場価格：¥21,800（税込）

BOSS GT-1B Bass Effects Processor
市場価格：¥26,400（税込）

　

音
響
シ
ス
テ
ム
で
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
が
、

音
を
増
幅
さ
せ
る
「
パ
ワ
ー
ア
ン
プ
」
の
存
在

で
す
。
物
理
的
に
パ
ワ
ー
ア
ン
プ
を
ミ
キ
サ
ー

と
ス
ピ
ー
カ
ー
の
間
に
つ
な
ぐ
こ
と
も
で
き
ま

す
が
、
近
年
の
軽
音
楽
部
で
は
ミ
キ
サ
ー
か
ス

ピ
ー
カ
ー
に
パ
ワ
ー
ア
ン
プ
が
内
蔵
さ
れ
た
機

種
を
使
う
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

お
勧
め
は
、パ
ワ
ー
ア
ン
プ
内
蔵
の
「
パ
ワ
ー

ド
ス
ピ
ー
カ
ー
」
の
使
用
で
す
。
ミ
キ
サ
ー
と

の
接
続
が
シ
ン
プ
ル
で
、
専
用
ア
プ
リ
を
介
し

て
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
音
量
や

エ
フ
ェ
ク
ト
の
バ
ラ
ン
ス
を
調
整
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。
ま
た
、マ
イ
ク
な
ど
を
直
接
ス
ピ
ー

カ
ー
に
つ
な
い
だ
り
、Bluetooth

ス
ピ
ー
カ
ー

と
し
て
も
使
え
る
と
い
っ
た
利
便
性
や
拡
張
性

が
あ
り
ま
す
。

　

ミ
キ
サ
ー
に
も
パ
ワ
ー
ア
ン
プ
が
本
体
に
内

蔵
さ
れ
て
い
る
「
パ
ワ
ー
ド
ミ
キ
サ
ー
」
タ
イ

プ
が
あ
り
ま
す
が
、
パ
ワ
ー
ド
ス
ピ
ー
カ
ー
を

使
用
し
て
い
れ
ば
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

現
在
の
音
楽
シ
ー
ン
で
は
、
ド
ラ
ム
セ
ッ
ト

は
「
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
ド
ラ
ム
」
が
主
流
で

す
が
、
軽
音
楽
部
と
い
う
枠
の
中
で
は
「
デ
ジ

タ
ル
ド
ラ
ム
（
電
子
ド
ラ
ム
）」
も
大
き
く
活
躍

し
ま
す
。

　

最
も
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
は
、
音
量
を
抑
え
ら

れ
る
こ
と
で
す
。
軽
音
楽
部
の
音
量
（
騒
音
）

問
題
は
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
打
楽
器
で
あ
る
ド

パ
ワ
ー
ド
ス
ピ
ー
カ
ー

デ
ジ
タ
ル
ド
ラ
ム

ス
マ
ー
ト
ギ
タ
ー

ラ
ム
に
起
因
し
て
い
ま
す
。
ド
ラ
ム
の
総
音
量

を
ミ
キ
サ
ー
で
調
整
で
き
る
こ
と
は
、
バ
ン
ド

練
習
で
も
ラ
イ
ブ
で
も
有
益
で
す
。
特
に
、
ラ

イ
ブ
会
場
で
の
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
は
出
力
が
ラ
イ

ン
だ
け
で
完
結
す
る
の
で
、
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ

ク
ド
ラ
ム
の
時
の
よ
う
に
各
楽
器
の
音
を
拾
う

マ
イ
ク
や
ス
タ
ン
ド
、
ケ
ー
ブ
ル
が
必
要
な
く

な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
個
人
練
習
に
お
い
て
も
ヘ
ッ
ド
フ
ォ

ン
で
音
を
聴
け
ば
、
消
音
さ
れ
る
だ
け
で
は
な

く
、
エ
ア
ー
で
メ
ト
ロ
ノ
ー
ム
や
音
源
を
聴
く

よ
り
も
は
る
か
に
的
確
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
行

え
ま
す
。
加
え
て
、
複
数
の
デ
ジ
タ
ル
ド
ラ
ム

を
同
時
に
演
奏
し
て
も
音
が
漏
れ
な
い
た
め
、

同
じ
練
習
部
屋
で
複
数
の
ド
ラ
マ
ー
が
そ
れ
ぞ

れ
の
練
習
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

Roland V-Drum TD-07DMK
市場価格 ¥89,980（税込）デ

ジ
タ
ル
ア
ン
プ

き
ま
す
。

　

デ
ジ
タ
ル
ア
ン
プ
は
、
他
に
も
バ
ン
ド
練
習

時
や
ラ
イ
ブ
時
の
モ
ニ
タ
ー
バ
ラ
ン
ス
に
大
き

な
効
果
が
あ
り
ま
す
。
大
型
の
ア
ン
プ
で
は
ど

う
し
て
も
音
が
大
き
く
な
り
、
各
パ
ー
ト
が
よ

く
聴
こ
え
る
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
環
境
を
作
る
こ

と
に
苦
慮
し
ま
す
。

NEBULA Smart Guitar
市場価格 ¥77,000（税込）
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ス
マ
ー
ト
ギ
タ
ーN

EBU
LA

は
、IC

T

環
境

やSTEA
M

教
育
の
推
進
が
進
む
中
、
軽
音
楽

部
の
活
動
に
新
た
な
学
び
の
可
能
性
を
も
た
ら

し
ま
す
。
本
特
集
は
２
号
構
成
で
お
届
け
し
、

今
月
号
で
はN

EBU
LA

の
基
本
機
能
と
、
そ

れ
が
高
校
教
育
に
与
え
る
意
義
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。
次
号
で
は
、
ア
プ
リ
連
携
に
よ
る
拡

張
機
能
や
具
体
的
な
活
用
事
例
を
詳
し
く
取
り

上
げ
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
ギ
タ
ー
と
高
校
教
育
の
関
連

　

N
EBU

LA

は
、
ア
ン
プ
や
エ
フ
ェ
ク
タ
ー
、

ス
ピ
ー
カ
ー
な
ど
、
演
奏
に
必
要
な
機
材
を
一

台
に
ま
と
め
た
「
ス
マ
ー
ト
ギ
タ
ー
」
で
す
。

電
源
を
入
れ
れ
ば
す
ぐ
に
音
が
鳴
る
手
軽
さ
か

ら
、
練
習
場
所
を
選
ば
ず
、
放
課
後
の
活
動
や

個
人
練
習
な
ど
、
限
ら
れ
た
時
間
で
も
有
効
に

活
用
で
き
ま
す
。
部
室
に
１
本
あ
る
だ
け
で
、

経
験
の
浅
い
生
徒
が
気
軽
に
触
れ
る
き
っ
か
け

に
も
な
り
、
部
活
動
の
入
口
を
広
げ
る
役
割
も

果
た
し
て
く
れ
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
複
数
の
機
材
を
揃
え
る
必
要
が
な
い

「
オ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
仕
様
」
の
た
め
、
初
期
投
資

を
抑
え
ら
れ
る
点
も
大
き
な
特
長
で
す
。

　

私
は
教
育
の
専
門
家
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

G
IG

A

ス
ク
ー
ル
構
想
や
新
学
習
指
導
要
領
を

は
じ
め
と
す
るICT

環
境
の
整
備
が
進
む
な

か
で
、
こ
う
し
た
ス
マ
ー
ト
機
材
が
、
生
徒
の

創
作
意
欲
や
表
現
の
幅
を
広
げ
る
ツ
ー
ル
と
し

て
、
部
活
動
の
現
場
に
も
自
然
に
入
り
込
ん

で
い
け
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

N
EBU

LA

の
特
長
で
あ
る
ス
マ
ホ
連
携
や
録

音
・
編
集
機
能
、
ア
プ
リ
に
よ
る
音
作
り
な
ど

は
、
好
奇
心
旺
盛
な
高
校
生
の
ア
イ
デ
ア
次
第

で
、
日
々
の
活
動
に
思
わ
ぬ
広
が
り
を
生
ん
で

く
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

７
つ
の
特
長

　
N

EBU
LA

に
は
、
大
き
く
７
つ
の
特
長
が
あ

り
ま
す
。

　

ま
ず
、
ス
ピ
ー
カ
ー
と
エ
フ
ェ
ク
ト
を
本
体

に
内
蔵
し
、
シ
ー
ル
ド
や
ア
ン
プ
な
ど
の
面
倒

な
準
備
無
し
で
す
ぐ
に
演
奏
を
開
始
で
き
ま
す
。

イ
ヤ
フ
ォ
ン
ジ
ャ
ッ
ク
を
搭
載
し
て
い
る
た
め
、

夜
間
や
音
を
出
し
づ
ら
い
環
境
で
も
練
習
が
捗

り
ま
す
。
ス
ピ
ー
カ
ー
／
イ
ヤ
フ
ォ
ン
／
ア
ン

プ
と
、
状
況
に
応
じ
て
柔
軟
に
使
い
分
け
が
可

能
で
す
。

　

さ
ら
に
専
用
ア
プ
リ
と
連
携
す
る
こ
と
で
、

細
か
な
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
や
プ
リ
セ
ッ
ト
管
理
が

可
能
と
な
り
ま
す
。
幅
広
い
サ
ウ
ン
ド
メ
イ
ク

が
こ
れ
一
台
で
完
結
す
る
た
め
、
初
心
者
が
エ

フ
ェ
ク
タ
ー
を
買
い
揃
え
る
必
要
も
な
く
、
コ

ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
も
優
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
チ
ュ
ー
ナ
ー
・
メ
ト
ロ
ノ
ー
ム
・
リ

ズ
ム
マ
シ
ン
・
ル
ー
パ
ー
な
ど
、
演
奏
を
支
え

る
機
能
も
充
実
し
、
初
心
者
で
も
安
心
し
て
演

奏
を
始
め
ら
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、U

SB-C

ポ
ー
ト
は
充
電
だ
け
で
な

く
オ
ー
デ
ィ
オ
・
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
と
し
て

も
使
用
可
能
で
、
ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
と
接
続

す
れ
ば
、GarageBand

な
ど
の
Ｄ
Ａ
Ｗ
を
使
っ

Revolution to the Future

� � � � � � � � � � � �

ヘ
ッ
ド
フ
ォ
ン
で
演
奏
が
楽
し
め
る

軽
音
楽
部
に
マ
ッ
チ
し
た
ギ
タ
ー

前 編



第7回

関東大会

国際大会

7.31 THU
12:30-18:30

2025 入場無料

8.21
8.20

SAT

TUE

2025

2025 入場無料

入場無料

THU

WED

12:30-18:30

13:00-14:30

入場無料

参加無料

軽音楽高等学校軽音楽コンテスト

第2回
高等学校軽音楽文化祭

会場：青葉公会堂

第12回

中部大会
7.29 TUE

12:30-18:30

2025 入場無料

軽音楽高等学校軽音楽コンテスト

会場：名古屋文理大学文化フォーラム

真夏の音楽祭

8.16
8.19

11:00-18:00

11:00-18:00

白峰・桑島　　     2025

第10回

関西大会
7.27 SUN

10:00-17:00

2025 入場無料

軽音楽高等学校軽音楽コンテスト

第3回
全国高等学校軽音楽部

会場：舞鶴市総合文化会館

会場：舞鶴市総合文化会館

会場：舞鶴市総合文化会館 会場：白峰・林西寺

民謡（輪踊り）・和太鼓・高校軽音楽

ー
オリジナルソング
グランプリ 2025
｜ バンド ｜ 弾き語り ｜ DTM ｜ 

｜ GarageBand ｜ インスト（歌なし） ｜ 

夏休み！自由研究／探究学習

音学教室

軽音楽部の夏が始まる！

次号では、NEBULA の真価とも
言える「専用アプリ連携機能」につい

て詳しくご紹介します。Bluetooth 接

続により、スマートフォン上でエフェ

クトの編集やプリセットの管理が可能

となり、生徒一人ひとりの創造力に寄

り添った音作りが実現します。また、ルーパーやリ

ズムマシンといった拡張機能により、演奏や作曲の

幅も広がります。STEAM 教育との親和性や、実践

例も取り上げ、高校の軽音楽部における新しい学び

の姿を探ります。

た
録
音
も
手
軽
に
行
え
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

創
作
活
動
の
ハ
ー
ド
ル
が
下
が
り
、
生
徒
の
意

欲
を
後
押
し
し
ま
す
。

　

本
体
は
ネ
ッ
ク
と
ボ
デ
ィ
に
カ
ー
ボ
ン
素
材

を
採
用
し
、
軽
量
で
高
耐
久
で
す
。
日
本
の
気

候
変
化
に
も
強
く
、
ネ
ッ
ク
の
反
り
が
起
こ
り

に
く
い
た
め
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
も
楽
で
す
。

　

最
後
に
、
付
属
の
ギ
グ
バ
ッ
グ
は
ク
ッ
シ
ョ

ン
性
が
高
く
、
エ
ン
ド
ピ
ン
や
ヘ
ッ
ド
な
ど
の

破
れ
や
す
い
部
分
も
丁
寧
に
補
強
。
シ
ー
ル
ド

や
ス
コ
ア
も
収
納
で
き
る
設
計
で
、
日
々
の
部

活
動
に
も
安
心
し
て
使
用
で
き
ま
す
。

軽
音
楽
部
で
の
活
用
の
ヒ
ン
ト

　

N
EBU

LA

は
軽
音
楽
部
の
活
動
に
お
い
て
、

演
奏
面
だ
け
で
な
く
、
生
徒
同
士
の
交
流
や
創

作
意
欲
を
促
す
ツ
ー
ル
と
な
り
ま
す
。
活
用
の

ヒ
ン
ト
は
大
き
く
３
つ
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
部
室
に
１
本
置
い
て
お
く
こ
と
で
広

が
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。
ギ
タ
リ
ス

仕 様
ボディ：カーボンファイバー
ピックアップ：マグネティック・ピックアップ（SSH）
ピックアップセレクター：5 段階
スピーカー：5W
バッテリー：10 時間駆動可能（6 時間充電）
ペグ：オリジナル密閉型ペグ
ネック：カーボンファイバー
ネックシェイプ：C シェイプ
スケール：648mm
フレット数：22 フレット
付属品：ギグバッグ、ギタークロス、USBType-C ケーブル、
Lightning 変換コネクター、USB-A 変換コネクター、レンチ、日
本語マニュアル、製品保証書

価格：77,000 円（税込）

ト
以
外
が
遊
び
で
弾
い
て
み
た
り
、
音
楽
的
な

交
流
が
生
ま
れ
ま
す
。

　

次
に
、「
ど
こ
で
も
弾
け
る
」
と
い
う
体
験

で
す
。
ス
ピ
ー
カ
ー
や
イ
ヤ
フ
ォ
ン
ジ
ャ
ッ
ク
、

バ
ッ
テ
リ
ー
内
蔵
に
よ
る
可
搬
性
が
自
由
な
発

想
や
自
発
性
を
後
押
し
し
ま
す
。

　

最
後
に
、「
簡
単
だ
け
ど
奥
が
深
い
」
と
い

う
点
で
す
。
初
心
者
で
も
使
い
や
す
く
、
そ
れ

で
い
て
音
作
り
の
奥
深
さ
も
備
え
て
お
り
、
生

徒
の
探
究
心
を
刺
激
し
ま
す
。

　

そ
も
そ
も
バ
ン
ド
活
動
そ
の
も
の
が
「
課
題

解
決
型
の
学
び
」
で
す
。
議
論
を
重
ね
、
理
想

を
追
求
す
る
そ
の
過
程
は
、
主
体
性
や
対
話
力

を
育
む
機
会
で
も
あ
り
ま
す
。N

EBU
LA

は
こ

う
し
た
活
動
を
支
え
、
生
徒
の
ラ
ー
ニ
ン
グ
ア

ジ
リ
テ
ィ
の
育
成
に
繋
げ
ま
す
。文

・
渡
邊
寛
大

お問い合わせ先：株式会社ミュージックネットワーク　info@musicnetwork.co.jp

カラーバリエーション

丈夫で使いやすい高機能なギグバック

nebulaguitar.jp

ホワイト ブラック イエローライトブルー

16　　軽音楽部マガジン　VOL.85
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全国の高等学校に
軽音楽部の設立を…

軽音協ニュース

当協会の理念や活動内容に
ご賛同いただける方々の

ご寄付をお待ちしております

keionkyo.org/support/

次号予告

編集後記

VOL.86（6/23発行予定）

・軽音楽コンテストの教育的意義を考える
・部活動における生徒への指導とは…
・中教審の方針に倣った軽音楽部活動に関して
・軽音楽部の未来を描くのはデジタル楽器機材

Revolution to the Future

� � � � � � � � � � � �

ヘッドフォンで
演奏が楽しめる
軽音楽部に
マッチしたギター

ヘッドフォンで
演奏が楽しめる
軽音楽部に
マッチしたギター

7つのポイント
新緑が眩しいですね。欧米に合わせた10月年度変わり
説も悪くないですが、日本は新芽が芽吹き、桜をはじめ
色とりどりの花が咲き誇る春の方が年度のスタートらし
い気がします。みんな、百花繚乱しよう！（辻　伸介）

春の大会が終わったのも束の間、あっという間に夏の軽
音楽大会やイベントのシーズンが近づいてきました。今
年も大会はもちろん、技術講習会や合同演奏会も積極的
に開催しますので、ぜひご参加ください。（三谷暢之）

GWが終わり、３年生が引退した部活もあるかと思いま
す。すぐに受験モードだ！と切り替えるのは簡単ではあ
りませんが、僕も高校生の頃は共通テスト前日まで必死
に勉強していたことを思い出します…（渡邊寛大）

定価：77,000 円（税込）
高機能ギグバッグ付属

スピーカー搭載で、面倒な準備をスキップ

ヘッドフォンをつなげば、夜間の演奏も◎

豊富なエフェクト群を自由にカスタマイズ

演奏をサポートしてくれる様々な便利機能

USB Type-C 対応でギターの録音が身近に

高温多湿に強く、軽量なカーボン材を使用

丈夫で使いやすい高機能なギグバッグ付属

nebulaguitar.jp
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ー サウンドクリエイターの仕事について教え

てください

下條：ポップスの曲を作ったり、アーティスト

に楽曲を提供したり、一方では、ゲームの音楽

を作ったり、テレビやニュースの BGM を制作

するなど、端的に言うと「音楽（音）を作る仕事」

です。ユニークなところでは、映画やテレビ番

組などに臨場感を与える「フォーリーサウンド

（効果音）」を作ることもサウンドクリエイター

が手がけており、例えば、刀が「カキン、カキ

ン」と鳴っているイメージに近い音を作るのも

仕事の 1 つです。

ー 入学前に、ある程度の演奏スキルや知識は

必要ですか？

下條：専門学校では、基礎的なところから学校

のカリキュラムで指導を行うので、楽器の演奏

やパソコンでの音楽制作が未経験でも、まった

く問題なく進められるような環境を整えていま

す。高校生のうちからやっておいた方が良いの

は「たくさんの音楽を聴く」ということでしょ

うか。なぜかと言うと、人間は見たり、聞いた

りしたものからしか、アウトプットができない

んですよね。今まで聴いてきた楽曲や音楽ジャ

ンルが元となり、多種多様なメロディーやコー

ド進行、アレンジなどを生み出すことができる

と思うので、ぜひ選り好みをせずに、いろいろ

な音楽を聴いておくことをオススメします。

　また、これは教員としての私のポリシーでも

あるのですが、本当に良い作品やアレンジしか

誉めないようにしています。何でもおだてて、

褒めてしまうと、それ以上の能力を引き出せな

くなってしまうと考えており、あえて厳しい目

で評価し、本当に「良いな！」と思ったものし

か褒めないように心がけています。それに、言

われた側の本人も、場合によっては 100% 納

得していないものの、作品を提出した…という

ことがあると思います。それなのに「良いね！」

と言われてしまうと、あまり良い気持ちがせず、

不完全燃焼に終わってしまうと思うので、学生

とはシビアに向き合っています。

ー この仕事の楽しいところや、やりがいを教

えてください

下條：仕事の大半を一人で行うものなので、ど

うしても大変に感じたり、しんどくなってしま

うことがあります。ですが、そういう思いをし

ながら作ったが曲がリリースされ、いろいろな

人たちが聴いてくれたり、「良かったよ！」と

いった感想が聞けた時はホッとした気持ちにな

り、「作って良かったな…」という風に、やり

がいを感じます。

ー この仕事の大変なところを教えてください

下條：作業自体は一人で行うのですが、その先

には依頼者である「クライアント」がいます。

その方々と一緒に仕事を進めていく中で、相手

は音楽や楽曲制作の知識や経験が豊富なわけで

はないので、先方からの要求や難題を噛み砕い

て、最大限に良い結果を出せるようにしなくて

はいけない部分が大変に感じます。ここのボタ

ンを掛け違えていると、出来上がった結果が望

みのものではなかった…となり、残念な結果に

終わってしまうので、相手の要求を汲み取る姿

勢が大切です。

ー サウンドクリエイターとして、仕事をする

ために大切な要素は何でしょうか

下條：1 つ目は「向上心」だと思います。音

楽はファッションと同じで、日々進化を続けて

おり、どんどんシーンが変わっていくものなの

で、そういった部分にしっかりとアンテナを向

けられて、適応することが大切です。楽曲の作

風も、ずっと同じようなものばかりを作るので

はなく、ヒップホップやローファイなジャンル

も手がけるなど、幅広く対応していける姿勢や

柔軟さが必要だと思います。

　2 つ目は「円滑なコミュニケーション能力」で

す。楽曲を制作したり、アレンジを施していく上

で相手の要望を汲み取り、それを体現しなくて

はいけないので、そこでのコミュニケーションが

とても大切です。また、表現が抽象的になって

しまった際に、相手が本当に伝えたいことをうま

く誘導し、解決に導いてあげる「気遣い」も必

要な要素の 1 つだと思います。

　3 つ目は、仕事全般に言えることかもしれな

いのですが、「楽しめるかどうか？」という点

です。サウンドクリエイターの仕事は一人で部

屋にこもって作業をすることが多いので、思い

通りのものができないと、気持ちが暗くなった

り、焦ってしまうことがあります。ですが、そ

んな大変な状況の中でも、良いフレーズができ

た時に「やった、できたぞ！」という風に一人

で小躍りができると良いですね。単純なことで

はあるのですが、そういった少しの変化を楽し

めたり、自分の作品を好きになれるポジティブ

な思考の人というのが、この仕事に向いている

と思います。

音楽／エンタメ業界の仕事 2025

相手の要求を汲み相手の要求を汲み
取れる力が大切です取れる力が大切です

音楽やエンターテイメントにまつわる職業や
業界は多岐に渡りますが、一体どんな世界
なのでしょうか。今回はサウンドクリエイ
ターの仕事について、日本工学院専門学校の
ミュージックアーティスト科／サウンドクリ
エイターコースの下條先生に伺いました。日本工学院専門学校／日本工学院八王子専門学校

サウンド
クリエイター

▲ DAW ソフトを駆使し、楽曲や BGM、効果音を制作します
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ー 芸能マネージャーの仕事全般について教え

てください

富永：マネージャーの仕事は「○○ができたら、

マネジャーになれる」というようなものはなく、

担当になったアーティストや俳優、声優などが

100% の力を出して輝けるようにサポートを

する仕事です。

　わかりやすい例を挙げるとすると、「お母さ

ん」みたいな感じでしょうか。お母さんは家事

や育児をはじめ、習い事の送り迎えをしたり、「こ

の子には○○が向いているんじゃないかな…」

と考えて、あれこれとやらせてみたり、悩んで

いる様子があったら話を聞いたり、励ましてあ

げるなど、その子の「応援団」のような存在だ

と思います。それと同じで、担当になったアー

ティストが輝けるように様々なサポートをするの

が、マネージャーとしての大きな仕事です。

　実際の仕事については、現場への送り迎えを

はじめ、そのアーティストが売れる（輝ける）

ように、どんな展開やプロモーションをすれば

良いのか、というプロデュースやアドバイスを

するのもマネージャーの仕事の一部です。他に

も、事前の準備や先方と連絡を取り合うなどの

事務作業もあります。お仕事そのものを取って

くる「営業全般」もマネージャーの仕事に含ま

れる場合もあり、担当するのがアーティストな

のか、俳優なのか、声優なのかなどによって、

仕事の詳細は違ってくるのですが、大まかに挙

げると、こんな感じです。

ー 入学前に、ある程度の知識は必要ですか。

高校時代にやっておいた方が良いことも教えて

ください

富永：どの仕事にも当てはまると思うのですが、

コミュニケーションがとても大切なので、同年

代だけでなく、年上や年下の人たちとも積極的

に会話をして欲しいと思います。学校で認めら

れているのであれば、アルバイトもして欲しい

ですね。ファストフード店や飲食店などで接客

を伴うアルバイトに就けると、自然とコミュニ

ケーションのスキルを磨けると思います。専門

学校の授業でも「5 分間、フリートークをして

ください！」というのをよくやるのですが、数

分後にはチーン…となってしまうことが多いの

で、相手と会話のキャッチボールがうまく行え

ると良いですね。

ー お仕事の楽しいところや、やりがいを感じ

る瞬間を教えてください

富永：楽しいと感じる瞬間はたくさんあるので

すが、わかりやすい部分では、担当しているアー

ティストの知名度が向上したり、楽曲が大ヒッ

トしたり、MV などがバズったりすると嬉しい

です。でも、なかなか起こるようなことではな

いので、単にアーティストと信頼関係を築けた

時にやりがいを感じます。最初から信頼関係は

築けないものですし、いろいろな話をしたり、

一緒に考えたり、相談していくうちに親子や兄

弟じゃないですが、それに近い関係になれたと

感じた時に、この仕事のやっていて良かったと

思います。

ー 一方で、大変な点はどんなところが挙げら

れますか？

富永：「○○をやれば、絶対に OK ！」という

算数のような「正解がない」世界なので、トラ

イ＆エラーの繰り返しです。うまくいかないこ

とや期待はずれになることも多々あるので、そ

のことで落ち込んでしまうのが大変に感じる部

分かもしれません。また、サラリーマンのよう

な規則的な就業時間があるわけではなく、朝が

早かったり、夜遅くまで仕事があることも少な

くありません。イベントやプロジェクトによっ

ては休みがなかなか取れないこともあるので、

その点は事前にしっかりと理解しておく必要が

あると思います。

ー この仕事を続けるのに大切なことは何で

しょうか。3 つほど教えてください

富永：1 つ目は、時間管理ができることです。

いろいろな現場がありますが、その日のアー

ティストのスケジュールをすべて把握しつつ、

イレギュラーなことにも対応しなくてはいけな

いので、時間を意識できることが大切です。

　2 つ目は、イメージや想像する力です。「こ

のアーティストは何が得意で、どの部分が苦手

で…」というのをしっかりと理解して、「この分

野を伸ばしてあげたら良いのかな…」という感

じで想像し、その後の展開を考えられると良い

と思います。いろいろなアイデアを膨らませた

り、具体的な形にできる力があると良いですね。

　3 つ目は、信頼感です。担当するアーティス

トとの信頼関係は一朝一夕で出来上がるもので

はありません。例えば、質問にはすぐに回答す

るなどのレスポンスを速くしたり、こまめな連

絡を心がけるなどの積み重ねなのですが、「こ

の人なら、ちゃんと対応してくれる」というよ

うな安心感を与えることが大切だと思います。

音楽／エンタメ業界の仕事 2025

100% 輝けるように100% 輝けるように
サポートしますサポートします

音楽やエンターテイメントにまつわる職業や業

界は多岐に渡りますが、一体どんな世界なの

でしょうか。今回は芸能マネージャーの仕事

について、専門学校大阪ビジュアルアーツ・

アカデミー／芸能スタッフ・マネージャーコー

スの富永有華先生に伺いました。専門学校大阪ビジュアルアーツ・アカデミー

芸能
マネージャー

▲アーティストの物販（グッズ）の展開も企画します


	軽音楽部マガジン_VOL.85_24-25
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